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自主財源
3,414,768千円
40.2%

依存財源
5,082,684千円

59.8%

町税
2,365,791千円

27.8%

繰入金
660,441千円
7.8%

2.0%
171,602千円
使用料及び手数料

1.3%
109,796千円
諸収入

0.7%
55,352千円
財産収入

0.6%
51,284千円
分担金及び負担金

0.0%
502千円
その他（寄附金・繰越金）

国庫支出金
1,682,878千円

19.8%

地方交付税
1,539,400千円

18.1%

町債
821,100千円
9.7%

県支出金
554,083千円
6.5%

4.1%
350,724千円
地方消費税交付金

0.4%
32,273千円
地方譲与税

1.2%
102,226千円
地方特例、交通安全）
法人事業税、環境性能割、
その他（利子割・配当割・株式・

歳入総額
8,497,452千円

民生費
2,391,739千円

28.1%

土木費
1,689,679千円

19.9%総務費
1,400,113千円

16.5%

教育費
1,187,417千円

14.0%

公債費
844,527千円
9.9%

衛生費
509,792千円
6.0%

消防費
306,903千円　3.6%

議会費
85,340千円　1.0%

商工費
30,162千円　0.4%

予備費
20,000千円　0.2% 労働費

19,050千円　0.2%
農林水産業費
12,723千円　0.2%
災害復旧費
6千円　0.0%
諸支出金
1千円　0.0%

歳出総額
8,497,452千円

義務的経費
3,767,328千円
44.3%

投資的経費
1,815,054千円

21.4%

その他の経費
2,915,070千円

34.3%

扶助費
1,599,692千円

18.8%

人件費
1,323,109千円

15.6%

公債費
844,527千円
9.9%普通建設事業費

1,815,048千円
21.4%

災害復旧事業費
6千円
0.0%

物件費
1,415,226千円
16.6％

補助費等
721,358千円
8.5%

繰出金
554,146千円
6.5%

1.3%
107,906千円
維持補修費

0.5%
41,784千円
積立金

貸付金
39,000千円　0.5%
予備費
20,000千円　0.2%
投資及び出資金
15,650千円　0.2%

歳出総額
8,497,452千円

和７年度　当初予算

歳出の性質別構成歳出の目的別構成

歳入の構成
和７年度

町長施政方針
　吉田町長は、３月３日（月）
に開会した 和７年第２回坂町
議会定例会で、 和７年度方針
を述べました。その内容と坂町
教育委員会の教育行政方針を要
約して、ご紹介します。
なお、坂町ホームページや役場

企画財政課で全文を閲覧できます。

町長施政方針町長施政方針

◆
は
じ
め
に

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害

の
復
旧
工
事
は
完
了
し
、
小

屋
浦
地
区
の
賑
わ
い
創
出
に

向
け
た
再
開
発
事
業
へ
の
本

格
的
着
手
な
ど
、
復
興
へ
向

け
て
大
き
く
舵
を
切
っ
た
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
物

価
高
騰
や
円
安
の
影
響
は
根

強
く
、
本
町
を
取
り
巻
く
経

済
状
況
は
厳
し
さ
を
増
し
て

お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
本
町
で
は
、
物
価
高
騰

の
影
響
を
受
け
る
家
計
や
事

業
者
等
の
負
担
を
軽
減
す
べ

く
、
給
食
費
支
援
事
業
や
社

会
福
祉
事
業
者
に
対
す
る
支

援
金
の
給
付
な
ど
、
町
独
自

の
様
々
な
支
援
施
策
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
復
興
に
向
け
た
原

動
力
で
あ
り
、
坂
町
の
将
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
を
支
援
し
、
子
育

て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
こ
ど
も
医
療

費
助
成
制
度
の
拡
充
や
安
全

で
充
実
し
た
教
育
環
境
の
整

備
な
ど
、
子
ど
も
・
子
育
て

施
策
に
つ
き
ま
し
て
も
、
強

力
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。今

後
も
、
物
価
高
騰
、
円

安
等
の
経
済
情
勢
な
ど
を
見

極
め
な
が
ら
、
地
域
密
着
、

住
民
密
着
を
常
に
念
頭
に
置

き
、
臨
機
応
変
に
町
民
生
活

を
守
り
抜
く
施
策
を
講
じ
て

ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。さ

ら
に
今
後
は
、
小
屋
浦

地
区
の
再
開
発
事
業
は
も
と

よ
り
、
県
道
坂
小
屋
浦
線
整

備
事
業
や
国
道
31
号
の
４
車

線
化
と
歩
道
整
備
の
促
進
、

ま
た
、
老
朽
化
が
進
む
保
健

セ
ン
タ
ー
の
建
替
え
や
給
食

費
支
援
事
業
、
平
和
教
育
の

充
実
な
ど
、
町
民
の
皆
様
と

と
も
に
「
が
ん
ば
ろ
う
坂

町
」
を
合
言
葉
に
、
将
来
に

向
け
、
町
民
が
希
望
を
抱
け

る
よ
う
全
身
全
霊
で
邁
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
保
健
・
福
祉
総
合

相
談
室
の
活
用
や
坂
町
循
環

バ
ス
の
土
曜
日
運
行
な
ど
、

誰
も
が
健
康
に
暮
ら
せ
、
快

適
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
継

続
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

さ
ら
に
、
ま
ち
の
将
来
像

で
あ
る
「
自
然
に
恵
ま
れ
た

健
康
で
文
化
的
な
住
み
よ

い
ま
ち
」
と
、
そ
の
基
本

テ
ー
マ
で
あ
る
「
災
害
か
ら

復
興
し
、
み
ん
な
に
や
さ
し

い
ま
ち
坂
町
」
の
実
現
に
向

け
た
取
組
を
よ
り
一
層
加
速

さ
せ
、
被
災
前
よ
り
も
安
全

で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
本
町
の
課
題
で
あ

る
地
域
間
の
格
差
の
解
消

と
、
均
衡
あ
る
地
域
の
発

展
、
次
世
代
に
向
け
た
持
続

可
能
な
地
域
を
構
築
す
る
た

め
、
県
道
坂
小
屋
浦
線
を

骨
格
と
し
た
「
道
路
整
備
」

や
、
土
砂
災
害
防
止
の
た
め

の
「
危
険
箇
所
整
備
」、
砂

防
堰
堤
な
ど
を
含
む
「
河
川

整
備
」
の
三
位
一
体
の
防
災

対
策
を
引
き
続
き
、
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

こ
う
し
た
取
組
を
着
実
に

進
め
る
た
め
に
は
、
財
源
を

安
定
的
に
確
保
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
が
、
国
・

県
の
補
助
金
・
交
付
金
も
極

め
て
厳
し
い
状
況
の
中
、
財

源
確
保
が
困
難
な
場
合
に

は
、
議
会
の
皆
様
と
御
相
談

を
し
な
が
ら
、
事
業
の
性
格

に
応
じ
た
新
た
な
財
源
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
地
方
創
生
を
今

後
、
更
に
加
速
化
・
深
化
さ

せ
て
い
く
た
め
に
は
、
坂
町

の
個
性
と
豊
か
さ
を
活
か
し

つ
つ
、
都
市
部
に
負
け
な
い

利
便
性
や
生
産
性
を
兼
ね
備

え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
こ
れ
ら
を
進
め
て

い
く
上
で
必
ず
発
生
い
た
し

ま
す
諸
課
題
の
解
決
に
は
、

デ
ジ
タ
ル
の
力
を
全
面
的
に

利
用
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。本

町
で
は
、
行
政
広
報
の

デ
ジ
タ
ル
化
を
は
じ
め
と

し
、
町
内
公
共
施
設
オ
ン
ラ

イ
ン
予
約
シ
ス
テ
ム
の
導

入
、
子
育
て
・
介
護
関
係
の

行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
な
ど
、
着
実
に
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
導
入
に
よ
る
住
民

利
便
性
の
向
上
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、

和
６
年
度
か
ら
は
、
Ｄ
Ｘ

推
進
体
制
の
一
層
の
強
化
を

図
る
た
め
、
広
島
県
が
構
築

す
る
情
報
人
材
の
市
町
共
有

制
度
を
通
じ
て
専
門
人
材
を

受
け
入
れ
、
住
民
と
の
接
点

で
あ
る
役
場
窓
口
に
お
け
る

申
請
手
続
き
の
効
率
化
と
住

民
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た

め
、
様
々
な
業
務
改
革
を
推

進
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

和
７
年
度
に
お
き
ま
し

て
は
、
こ
う
し
た
取
組
を
更

に
進
め
、
新
た
に
「
デ
ジ
タ

ル
改
革
推
進
室
」を
設
置
し
、

単
な
る
デ
ジ
タ
ル
化
に
と
ど

ま
ら
ず
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

導
入
に
よ
り
、
業
務
そ
の
も

の
を
変
革
す
る
「
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
」
の
実

現
を
念
頭
に
、
行
政
事
務
の

効
率
化
と
業
務
改
革
を
同
時

に
推
進
す
る
こ
と
で
、
住
民

相
談
体
制
の
充
実
や
手
厚
い

支
援
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
、
坂
町
ら
し
い
心
の
通
う

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、「
デ
ジ
タ
ル
と
ア

ナ
ロ
グ
の
共
生
社
会
」
の
実

現
を
念
頭
に
、
デ
ジ
タ
ル
の

活
用
に
不
安
を
抱
か
れ
る
高

町
長
施
政
方
針

吉田町長
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太
陽
光
発
電
及
び
蓄
電
池
を

備
え
た
坂
町
の
防
災
拠
点
施

設
と
し
て
、
引
き
続
き
、
活

用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

和
４
年
度
に
供
用
開
始

い
た
し
ま
し
た
横
浜
中
央
二

丁
目
津
波
災
害
時
一
時
避
難

場
所
は
、
津
波
災
害
時
に
お

け
る
一
時
避
難
場
所
と
し
て

整
備
い
た
し
ま
し
た
が
、

和
７
年
度
に
お
い
て
は
、
災

害
時
、
緊
急
的
な
活
動
を
行

う
た
め
の
防
災
公
園
を
坂
東

四
丁
目
地
内
に
整
備
い
た
し

ま
す
。

２
次
世
代
に
引
き
継
ぎ
、

住
み
続
け
ら
れ
る
基

盤
づ
く
り

〇
空
家
利
活
用
の
促
進

空
家
の
利
活
用
に
つ
き
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
、
空
家

活
用
支
援
窓
口
の
設
置
や
空

家
バ
ン
ク
の
運
営
と
と
も

に
、
空
家
改
修
等
支
援
事
業

に
取
り
組
み
、
加
え
て
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る
空

家
の
利
活
用
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

〇
三
世
代
同
居
・
近
居
の

推
奨
、
地
方
創
生
移
住

支
援
事
業
の
実
施

三
世
代
同
居
・
近
居
住
宅

支
援
事
業
、
子
育
て
世
帯
引

越
支
援
事
業
に
取
り
組
み
、

さ
ら
に
、
東
京
圏
か
ら
の
移

住
支
援
事
業
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

〇
小
屋
浦
地
区
再
開
発
事

業
の
推
進

小
屋
浦
地
区
に
お
き
ま
し

て
は
、
近
年
、
少
子
高

化

に
伴
い
人
口
減
少
が
顕
著
で

あ
り
、
こ
れ
に
歯
止
め
を
か

け
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
坂
町
有
住

宅
用
地
及
び
小
屋
浦
一
丁
目

地
内
の
土
地
を
活
用
し
た
再

開
発
を
行
い
、
小
屋
浦
地
区

の
賑
わ
い
創
出
と
人
口
増
に

向
け
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

〇
国
道
31
号
の
４
車
線
化

と
歩
道
整
備
の
促
進

国
道
31
号
の
４
車
線
化
の

整
備
を
近
隣
自
治
体
と
と
も

に
関
係
機
関
へ
働
き
か
け
て

お
り
、

和
２
年
度
よ
り
、

国
土
交
通
省
に
お
い
て
、
坂

駅
前
か
ら
北
新
地
入
口
ま
で

の
４
車
線
化
と
歩
道
整
備
事

業
が
推
進
さ
れ
て
お
り
、

和
６
年
度
か
ら
用
地
買
収
に

着
手
さ
れ
、
埋
立
て
の
事
前

協
議
が
整
い
、
本
申
請
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
国
道
31
号
や
広

島
呉
道
路
の
機
能
強
化
と
し

て
、
広
島
呉
道
路
の
４
車
線

化
に
向
け
て
、

和
４
年
３

月
に
は
町
内
全
区
間
の
工
事

が
発
注
さ
れ
、
事
業
を
進
め

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
国
や
西
日
本
高

速
道
路
株
式
会
社
に
早
期
完

成
の
働
き
か
け
や
、
４
車
線

化
事
業
に
併
せ
た
町
道
植
田

水
尻
側
道
線
の
整
備
も
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。〇

県
道
坂
小
屋
浦
線
の
促
進

坂
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の

骨
格
と
な
る
県
道
坂
小
屋
浦

線
は
、
平
成
ヶ
浜
か
ら
荒
神

橋
付
近
ま
で
の
１
工
区
で

は
、
関
係
地
権
者
等
の
御
理

解
を
い
た
だ
き
、
全
て
の
用

地
確
保
が
完
了
し
て
お
り
、

現
在
は
、
坂
み
み
ょ
う
保
育

園
付
近
と
保
健
セ
ン
タ
ー
付

近
の
副
道
の
一
部
が
完
成
し

て
お
り
ま
す
。

和
３
年
３

月
に
は
、
Ｊ
Ｒ
呉
線
や
国
道

31
号
を
越
え
る
高
架
橋
の
下

部
工
事
に
着
手
さ
れ
て
お

り
、

和
６
年
10
月
に
は
上

部
工
の
施
工
に
つ
い
て
Ｊ
Ｒ

と
基
本
協
定
を
締
結
し
、

和
７
年
度
か
ら
着
手
す
る
と

伺
っ
て
お
り
、
総
頭
川
渡
河

部
の
工
事
は
、
引
き
続
き
、

実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
荒
神
橋
付
近
か
ら
向
井

田
橋
付
近
ま
で
の
２
工
区
に

つ
い
て
は
、
関
係
地
権
者
等

の
御
理
解
を
い
た
だ
き
、

和
５
年
度
に
は
、
境
界
証
明

書
集
団
調
印
を
行
い
、
迅
速

な
事
業
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
、
用
地
取
得
も
進

ん
で
い
る
と
伺
っ
て
お
り
ま

す
。引

き
続
き
、
関
係
地
権

者
の
方
々
の
更
な
る
御
理

解
、
御
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
広
島
県
と
連
携
を
図

り
、
全
力
で
事
業
を
推
進

し
、
県
道
坂
小
屋
浦
線
の
早

期
完
成
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

〇
公
園
遊
具
等
長
寿
命
化

計
画
事
業
の
推
進

公
園
緑
地
等
の
整
備
に
つ

き
ま
し
て
は
、
都
市
公
園
等

を
快
適
か
つ
安
心
し
て
ご
利

用
い
た
だ
く
た
め
、

和
６

年
度
に
改
訂
い
た
し
ま
し
た

「
公
園
遊
具
等
長
寿
命
化
計

画
」
に
基
づ
き
、

和
７
年

度
か
ら
町
内
９
公
園
に
設
置

い
た
し
て
お
り
ま
す
和
式
ト

イ
レ
を
洋
式
ト
イ
レ
に
更
新

し
、
公
園
の
ベ
ン
チ
60
基
も

随
時
更
新
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
き
ら
り
・
さ
か
な

ぎ
さ
公
園
に
は
、
夏
季
の
熱

中
症
対
策
と
し
て
、
屋
根
付

き
の
休
憩
施
設
を
新
設
い
た

し
ま
す
。

者
等
が
取
り
残
さ
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
引
き
続

き
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室

の
開
催
な
ど
を
通
じ
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
に
慣
れ
親
し
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
で
、
坂
町
な

ら
で
は
の
「
人
に
優
し
い
デ

ジ
タ
ル
変
革
」
を
積
極
的
に

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一
方
、
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
は
、
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
、
地
域
と
の
協
働
が
重
要

で
ご
ざ
い
ま
す
。
各
地
区
住

民
福
祉
協
議
会
と
も
更
な
る

連
携
を
深
め
、
住
ん
で
み
た

い
町
、
住
み
続
け
た
い
町
と

な
る
よ
う
、
親
か
ら
子
へ
、

子
か
ら
孫
へ
と
歴
史
・
文

化
・
地
域
を
守
り
、
30
年
先

も
50
年
先
も
、
坂
町
が
坂
町

で
在
り
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
町
民
の
皆
様
と
一
体

と
な
っ
て
創
造
し
て
ま
い
り

ま
す
。

こ
う
し
た
地
域
と
の
連
携

を
通
じ
て
、
町
民
と
行
政
が

ま
ち
づ
く
り
の
目
標
を
共
有

し
、
地
域
密
着
、
住
民
密
着

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
、

「
小
さ
く
て
も
光
り
、
輝
き

の
あ
る
ま
ち
」
に
す
る
た

め
、
私
以
下
、
全
職
員
が
横

断
的
に
連
携
を
取
り
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に
し
て
取

り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。

議
会
の
皆
様
を
は
じ
め
、

町
民
の
皆
様
の
英
知
と
御
理

解
・
御
協
力
を
支
え
に
「
希

望
と
生
き
が
い
を
感
じ
得

る
、
よ
り
豊
か
な
ま
ち
」
を

目
指
し
て
、
全
力
を
挙
げ
て

取
り
組
ん
で
い
く
決
意
で
ご

ざ
い
ま
す
。

１
安
全
で
安
心
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り

〇
砂
防
堰
堤
等
の
再
度
災
害

防
止
対
策
事
業
の
促
進

平
成
30
年
の
豪
雨
災
害
で

は
、
本
町
を
取
り
巻
く
山
々

か
ら
発
生
し
た
土
石
流
に
よ

り
、
河
川
、
水
路
、
沢
を
土

砂
や
流
木
が
覆
い
、
住
宅
地

に
土
砂
が
流
れ
込
み
ま
し

た
。
ま
た
、
急
傾
斜
地
に
お

い
て
は
、
が
け
崩
れ
に
よ
り

住
家
等
へ
の
被
害
も
発
生
い

た
し
ま
し
た
。

現
在
、
被
災
の
主
要
因
で

あ
る
土
石
流
を
上
流
域
で
食

い
止
め
る
た
め
の
砂
防
堰
堤

の
整
備
は
完
了
し
、
残
る
遊

砂
地
や
管
理
用
道
路
等
の
整

備
を
実
施
い
た
し
て
お
り
ま

す
。防

災
対
策
の
一
環
で
あ
る

砂
防
施
設
等
の
整
備
や
急
傾

斜
地
の
斜
面
対
策
工
事
に
つ

き
ま
し
て
は
、
再
度
災
害
防

止
対
策
事
業
を
含
め
、
引
き

続
き
、
国
や
県
に
事
業
の
推

進
と
早
期
完
成
を
要
望
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
今
後
の
災
害
に
備

え
、
防
災
公
園
を
整
備
す
る

な
ど
、
地
域
の
安
全
対
策
に

取
り
組
み
、
雨
水
排
水
能
力

が
不
足
す
る
排
水
路
に
つ
き

ま
し
て
は
、
順
次
、
改
良
を

行
い
、
近
年
の
集
中
豪
雨
に

よ
り
、
度
々
浸
水
被
害
が
発

生
し
て
い
る
横
浜
排
水
区
に

つ
き
ま
し
て
は
、
雨
量
解
析

に
よ
り
抽
出
し
た
排
水
能
力

が
不
足
す
る
箇
所
の
改
善
に

向
け
、
引
き
続
き
、
排
水
路

改
良
工
事
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

さ
ら
に
、
排
水
ポ
ン
プ
場

の
定
期
的
な
点
検
、
計
画
に

基
づ
く
改
良
・
修
繕
に
よ

り
、
排
水
能
力
を
適
切
に
確

保
し
て
ま
い
り
ま
す
。

〇
被
災
者
へ
の
相
談
支
援

体
制
の
継
続

被
災
者
支
援
に
つ
き
ま
し

て
は
、
被
災
さ
れ
た
方
の
う

ち
、
継
続
支
援
が
必
要
な
方

に
対
し
て
は
、
保
健
師
や
坂

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
連
携
し
、
相
談
支
援
を
継

続
し
て
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。こ

れ
か
ら
も
平
成
30
年
７

月
豪
雨
災
害
の
記
憶
が
薄
れ

て
い
く
こ
と
の
な
い
よ
う
、

地
域
や
各
種
団
体
と
連
携
し

た
防
災
啓
発
活
動
を
行
い
、

和
６
年
に
全
世
帯
に
配
布

い
た
し
ま
し
た
坂
町
災
害
・

復
興
記
録
誌
や
、
坂
町
災
害

伝
承
ホ
ー
ル
で
の
写
真
や
映

像
を
通
じ
て
、
豪
雨
災
害
の

教
訓
を
未
来
に
引
き
継
い
で

い
く
取
組
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

〇
災
害
に
強
い
ま
ち
・
人

づ
く
り

地
域
防
災
力
の
強
化
に
つ

き
ま
し
て
は
、
災
害
に
強
い

ま
ち
・
人
づ
く
り
の
た
め
に

は
、
行
政
に
よ
る
「
公
助
」

の
み
な
ら
ず
、「
自
助
」・「
共

助
」
の
も
と
地
域
で
支
え
合

う
と
い
う
意
識
醸
成
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、「
坂

町
地
域
防
災
計
画
」
に
基
づ

き
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
た
防
災
教
育
や
総

合
防
災
訓
練
の
実
施
、
自
主

防
災
組
織
の
育
成
・
充
実
等

の
促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

和
６
年
度
は
、
植
田
地

区
に
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や

一
時
避
難
場
所
及
び
福
祉
避

難
所
と
し
て
の
機
能
を
兼
ね

備
え
た
多
機
能
型
障
害
者
施

設
「
ほ
ほ
え
み
タ
ウ
ン
坂
」

が
開
館
さ
れ
、
安
全
に
避
難

し
て
い
た
だ
け
る
場
所
と

な
っ
て
お
り
、
防
災
力
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

シ
モ
ハ
ナ
ホ
ー
ル
は
、

坂
町
中
心
部
の
災
害
避
難
場

所
及
び
避
難
所
で
あ
り
、
備

蓄
倉
庫
や
自
家
発
電
設
備
、
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〇
第
７
期
障
害
福
祉
計
画

及
び
第
３
期
障
害
児
福

祉
計
画
の
推
進
及
び
次

期
計
画
策
定

障
害
者
福
祉
に
つ
き
ま
し

て
は
、「
第
７
期
障
害
福
祉

計
画
」
及
び
「
第
３
期
障
害

児
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

障
害
者
の
重
度
化
や
「
親

亡
き
後
」
を
見
据
え
、
住
み

慣
れ
た
地
域
の
中
で
安
心
し

て
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る

よ
う
に
、「
社
会
福
祉
法
人

つ
つ
じ
」
に
よ
り
、
植
田
地

区
に
多
機
能
型
障
害
者
施
設

「
ほ
ほ
え
み
タ
ウ
ン
坂
」
が

和
６
年
９
月
に
開
館
い
た

し
ま
し
た
。
な
お
、
本
施
設

は
、
坂
町
が
整
備
費
用
の
一

部
を
負
担
し
、
災
害
時
等
に

お
い
て
、
地
区
の
避
難
場
所

及
び
福
祉
避
難
所
と
し
て
利

用
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

障
害
児
に
対
す
る
施
策
に

つ
き
ま
し
て
は
、
多
機
能
型

障
害
者
施
設
「
ほ
ほ
え
み
タ

ウ
ン
坂
」
内
に
「
児
童
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
ぐ
る
ん
ぱ
さ

か
」
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
子
ど
も
の
発
達
課
題

に
対
し
て
、
早
期
発
見
・
早

期
介
入
が
で
き
る
支
援
体
制

の
整
備
を
行
い
、
学
校
、
保

育
園
等
と
の
連
携
を
強
化

し
、
障
害
児
や
医
療
的
ケ
ア

児
に
対
す
る
専
門
的
な
療
育

支
援
体
制
の
充
実
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

〇
子
ど
も
・
子
育
て
施
策

の
強
化

子
ど
も
・
子
育
て
施
策
の

強
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ

ど
も
医
療
費
助
成
制
度
に
つ

い
て
、
昨
今
の
社
会
情
勢
等

を
踏
ま
え
、

和
６
年
度
か

ら
通
院
・
入
院
の
対
象
年

を
高
校
３
年
生
ま
で
に
引
き

上
げ
、
さ
ら
に
、
所
得
制
限

を
撤
廃
し
、
子
育
て
世
帯
の

経
済
的
な
負
担
軽
減
を
図
っ

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
物
価
高
騰
に
伴

い
、
子
育
て
世
代
の
家
計
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
保

育
園
、
こ
ど
も
園
及
び
小
中

学
校
の
給
食
費
の
食
材
購
入

費
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。

〇
子
育
て
に
や
さ
し
い

環
境
整
備

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
つ

き
ま
し
て
は
、「
第
３
期
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
計
画
」
に

よ
り
、
家
庭
教
育
の
重
要
性

を
啓
発
し
、
併
せ
て
、
学
校
、

保
育
園
、
こ
ど
も
園
並
び
に

地
域
等
が
連
携
し
た
地
域
ぐ

る
み
の
子
育
て
支
援
環
境
の

整
備
に
取
り
組
み
、
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
で
、
次
世
代
を
担
う
若
い

人
々
の
定
住
化
を
促
進
し
、
町

の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、

和
８
年
度
か

ら
実
施
予
定
の
「
こ
ど
も
誰

で
も
通
園
制
度
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
子
育
て
世
帯
の
要
望
を

し
っ
か
り
と
把
握
し
た
上
で
実

施
で
き
る
よ
う
体
制
の
整
備

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

５
夢
や
希
望
を
育
み
、

絆
を
つ
く
る
人
づ
く
り

〇
Ｓ
Ｓ
Ｒ
（
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ

ポ
ー
ト
ル
ー
ム
）
の
整

備
に
よ
る
不
登
校
児
童

生
徒
へ
の
支
援
の
充
実

全
国
的
に
も
増
加
傾
向
に

あ
る
不
登
校
児
童
生
徒
の
支

援
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
状

況
に
応
じ
て
成
長
で
き
る

場
と
し
て
、
Ｓ
Ｓ
Ｒ
を
整

備
し
、
社
会
的
自
立
に
向
け

た
支
援
等
の
充
実
を
図
り
ま

す
。さ

ら
に
、
子
ど
も
た
ち
一

人
一
人
が
、
自
ら
志
を
立

て
、
強
い
精
神
力
を
も
っ
て

努
力
し
、
将
来
、「
自
立
し

た
社
会
人
」
と
し
て
活
躍
で

き
る
児
童
生
徒
の
育
成
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

〇
平
和
教
育
の
推
進

自
他
の
生
命
・
人
間
の
尊

厳
を
尊
重
し
、
平
和
社
会
の

実
現
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る

心
を
育
む
平
和
教
育
の
推
進

に
つ
き
ま
し
て
は
、
戦
争
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
惨
禍

や
、
核
兵
器
の
脅
威
へ
の
理

解
、
世
界
平
和
に
つ
い
て
の

考
察
を
行
う
目
的
の
平
和
学

習
の
更
な
る
充
実
を
図
る
た

め
、
沖
縄
県
内
自
治
体
と
の

中
学
生
同
士
の
交
流
に
よ
る

平
和
学
習
活
動
を
積
極
的
に

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

〇
エ
コ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に
資

す
る
環
境
教
育
の
推
進

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
よ
っ
て
、
世

界
的
に
環
境
配
慮
へ
の
関
心

が
高
ま
る
中
、
環
境
問
題
の

解
決
に
繋
が
る
取
組
で
あ
る

「
エ
コ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
」
を

理
解
し
、
実
践
す
る
こ
と
に

よ
り
、
自
然
や
も
の
を
大
切

に
し
、
豊
か
な
未
来
を
つ
く

る
人
を
育
む
教
育
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

〇
地
域
と
と
も
に
あ
る
学

校
づ
く
り
の
推
進

「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学

校
づ
く
り
」
で
は
、
学
校
と

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
子
ど

も
た
ち
を
育
て
、
地
域
と
の

絆
を
強
め
、
次
代
の
担
い
手

を
育
成
す
る
た
め
、
坂
町
の

教
育
を
考
え
る
会
の
方
針
に

基
づ
い
て
各
学
校
運
営
協
議

会
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
学
校
と
地
域
の
連
携
を

推
進
し
、
更
な
る
協
働
体
制

の
構
築
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
中
学
校
の
部
活
動
に
お

い
て
は
、
学
校
教
育
の
一
環

と
し
て
地
域
と
と
も
に
盛
り

上
げ
て
い
け
る
よ
う
、
部
活

〇
下
水
道
長
寿
命
化
計
画

事
業
の
推
進

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
事
業
開
始
当
初

に
埋
設
し
た
汚
水
管
渠
の
老

朽
化
等
に
よ
り
、
今
後
予
想

さ
れ
る
道
路
陥
没
事
故
等
の

未
然
防
止
と
改
修
費
用
等
の

低
減
を
図
る
た
め
、「
下
水

道
管
渠
長
寿
命
化
計
画
」
に

基
づ
く
汚
水
管
渠
及
び
雨
水

ポ
ン
プ
場
施
設
の
長
寿
命
化

に
取
り
組
み
、
生
活
環
境
の

改
善
や
公
共
用
水
域
の
水
質

保
全
、
下
水
道
事
業
の
経
営

安
定
化
を
推
進
す
る
た
め
、

未
接
続
世
帯
に
対
す
る
啓
発

を
行
い
、
一
日
も
早
い
水
洗

化
率
100
％
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
公
共
下
水
道
計
画

区
域
外
の
地
域
で
は
、
小
型

浄
化
槽
の
補
助
制
度
を
活
用

し
て
い
た
だ
き
、
町
内
全
体

の
快
適
で
健
康
的
な
生
活
環

境
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

３
豊
か
な
自
然
と
快
適

な
生
活
環
境
づ
く
り

〇
町
内
循
環
バ
ス
事
業
の

推
進

坂
町
循
環
バ
ス
に
つ
き
ま

し
て
は
、
多
く
の
方
々
か
ら

の
ご
要
望
に
よ
り
、

和
６

年
度
か
ら
土
曜
日
の
運
行
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通

体
系
を
構
築
す
る
た
め
、

和
７
年
度
に
お
き
ま
し
て

は
、
新
た
に
「
坂
町
地
域
公

共
交
通
計
画
」
を
策
定
い
た

し
、
坂
町
循
環
バ
ス
を
は
じ

め
と
す
る
交
通
機
関
を
利
用

さ
れ
る
地
域
住
民
、
特
に
高

者
を
は
じ
め
、
交
通
弱
者

の
方
々
に
と
っ
て
必
要
不
可

欠
な
交
通
手
段
を
「
み
ん
な

で
支
え
る
」
と
い
う
意
識
の

も
と
、
効
率
的
か
つ
永
続
的

に
運
営
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

４
誰
も
が
健
康
で
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り

〇
保
健
・
福
祉
総
合
相
談

窓
口
の
活
用

近
年
、
少
子
高

化
の
急

速
な
進
展
等
に
伴
う
保
健
・

福
祉
に
関
す
る
要
望
や
要
請

が
複
合
化
・
複
雑
化
し
て
お

り
、
そ
の
対
応
が
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、

和
６
年
度

に
設
置
し
た
保
健
・
福
祉
総

合
相
談
室
に
お
い
て
、
町
民

の
皆
様
の
悩
み
ご
と
や
困
り

ご
と
を
し
っ
か
り
と
お
聞
き

し
て
関
係
機
関
に
繋
ぐ
な

ど
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
迅
速

か
つ
適
切
な
判
断
に
よ
り
、

早
期
の
問
題
解
決
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

〇
保
健
セ
ン
タ
ー
機
能
を

備
え
た
施
設
の
検
討

保
健
セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま

し
て
は
、
昭
和
57
年
３
月
の

竣
工
以
来
、
乳
幼
児
か
ら
高

者
ま
で
、
住
民
の
皆
様
の

保
健
活
動
の
拠
点
と
し
て
地

域
に
密
着
し
た
保
健
事
業
を

実
施
い
た
し
て
お
り
ま
す

が
、
建
築
か
ら
40
年
以
上
経

過
し
、
修
理
が
必
要
な
箇
所

が
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の

機
能
を
備
え
た
、
全
て
の
世

代
の
方
が
気
軽
に
集
い
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
な
る
施

設
へ
の
建
替
え
を
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

〇
第
３
次
健
康
さ
か
21
の
推
進

保
健
・
医
療
に
つ
き
ま
し

て
は
、「
第
３
次
健
康
さ
か

21
」
に
基
づ
き
、
保
健
セ
ン

タ
ー
を
拠
点
と
し
て
、
健
康

教
育
・
健
康
相
談
・
訪
問
指

導
の
充
実
を
図
り
、
心
身
の

健
康
保
持
・
増
進
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

和
６

年
度
に
は
、
歯
周
疾
患
検
診

の
対
象
年

に
20
歳
と
30
歳

を
追
加
し
、
自
己
負
担
金
を

500
円
に
引
き
下
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
が
ん
検
診
に
つ
き
ま

し
て
は
、

和
７
年
度
か
ら

65
歳
以
上
の
方
の
が
ん
検
診

の
自
己
負
担
金
を
無
料
と
す

る
こ
と
で
、
検
診
を
受
け
や

す
い
環
境
を
整
え
、
早
期
発

見
、
早
期
治
療
に
つ
な
げ
て

ま
い
り
ま
す
。

〇
坂
町
版
ネ
ウ
ボ
ラ
の
推
進

母
子
保
健
医
療
に
つ
き
ま

し
て
は
、
安
心
し
て
出
産
や

子
育
て
の
で
き
る
町
を
目
指

し
、
不
妊
検
査
及
び
特
定
不

妊
治
療
や
不
育
治
療
を
受
け

ら
れ
る
方
へ
の
治
療
費
助
成

を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し

て
、
地
域
に
密
着
し
た
母
子

保
健
推
進
員
と
連
携
し
た
家

庭
訪
問
の
強
化
や
育
児
相

談
、
母
親
学
級
に
加
え
、
両

親
が
と
も
に
子
育
て
に
つ
い

て
学
べ
る
教
室
を
開
催
し
、

「
坂
町
版
ネ
ウ
ボ
ラ
」
に
よ

る
支
援
を
一
層
充
実
さ
せ
て

ま
い
り
ま
す
。

〇
母
子
保
健
Ｄ
Ｘ
の
推
進

母
子
保
健
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に

つ
き
ま
し
て
は
、
母
子
健
康

手
帳
及
び
健
診
受
診
票
の
電

子
化
を
見
据
え
な
が
ら
、

和
７
年
度
か
ら
導
入
す
る
母

子
手
帳
ア
プ
リ
を
活
用
し
、

妊
婦
や
保
護
者
が
必
要
な
情

報
を
簡
単
に
得
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
で
、
子
育
て
に

対
す
る
不
安
や
負
担
の
軽
減

に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
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努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

〇
新
た
な
特
産
品
の
開
発

及
び
振
興

新
た
な
特
産
品
の
開
発
及

び
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
導
入

す
る
と
と
も
に
、
広
島
カ
キ

や
ム
ラ
サ
キ
麦
、
町
木
で
あ

る
梅
を
推
奨
し
、
本
町
の
特

色
を
活
か
す
た
め
、
町
公
式

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
観
光
資
源

等
を
活
用
し
て
、
多
く
の
人

に
愛
さ
れ
る
商
品
の
開
発
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

梅
ペ
ー
ス
ト
と
町
公
式

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
用
い
て
開

発
し
た
「
坂
う
め
じ
ろ
う
饅

頭
」
は
、
町
外
の
方
が
本
町

に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
契

機
と
な
る
よ
う
、
そ
し
て
、

町
内
事
業
者
に
よ
る
本
町
の

誇
り
と
な
る
新
た
な
特
産
品

開
発
の
促
進
に
つ
な
が
る
よ

う
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
町
の
ム
ラ
サ
キ

麦
を
原
材
料
と
し
た
ビ
ー
ル

は
、
製
造
再
開
に
向
け
た
検

討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
原
材
料
の
確
保
や
新

た
な
生
産
体
制
の
確
立
に
努

め
る
な
ど
、
地
域
資
源
を
通

じ
て
元
気
な
坂
町
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

〇
観
光・地
域
振
興
の
推
進

観
光
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
坂
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ

き
、
ベ
イ
サ
イ
ド
ビ
ー
チ

坂
に
整
備
し
た
物
販
施
設

等
で
、
地
元
特
産
品
を
販
売

し
、
海
で
の
マ
リ
ン
ス
ポ
ー

ツ
や
ビ
ー
チ
ス
ポ
ー
ツ
、
背

後
地
で
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の

拠
点
に
で
き
る
本
町
を
象
徴

す
る
施
設
と
し
て
、
町
内
外

に
魅
力
や
情
報
を
積
極
的
に

発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
年
間
を
通
じ
た
賑

わ
い
の
創
出
と
交
流
人
口
、

関
係
人
口
の
増
加
を
図
る
た

め
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

よ
る
賑
わ
い
創
出
や
空
き
家

の
利
活
用
な
ど
、
広
島
安
芸

商
工
会
や
坂
町
漁
業
協
同
組

合
、
民
間
事
業
者
な
ど
も
含

め
、
本
町
の
観
光
と
商
業
、

農
業
、
漁
業
な
ど
の
地
域
産

業
が
連
携
し
た
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

７
効
率
的
な
行
財
政
運

営
を
図
る
ま
ち
づ
く
り

〇「
デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ

の
共
生
社
会
」の
実
現

本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、

「
地
方
こ
そ
成
長
の
主
役
」

で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
、「
デ

ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
の
共
生

社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
、

情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）

を
活
用
し
た
地
域
課
題
の
解

決
、
窓
口
改
革
の
推
進
、
行

政
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準

化
・
共
通
化
、
情
報
の
漏
洩

防
止
対
策
の
徹
底
及
び
情
報

人
材
の
育
成
に
つ
い
て
重
点

的
に
取
り
組
み
、
引
き
続

き
、
地
域
密
着
、
住
民
密
着

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

〇
町
民
ひ
ろ
ば
及
び
社
会

教
育
施
設
長
寿
命
化
計

画
の
推
進

各
公
共
施
設
の
維
持
管
理

に
つ
き
ま
し
て
は
、

和
３

年
度
に
策
定
い
た
し
ま
し
た

「
町
民
ひ
ろ
ば
長
寿
命
化
計

画
」
及
び
「
社
会
教
育
施
設

長
寿
命
化
計
画
」に
基
づ
き
、

施
設
の
計
画
的
な
保
全
・
管

理
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

と
り
わ
け
、
町
民
ひ
ろ
ば

に
つ
き
ま
し
て
は
、
坂
町
の

行
政
の
中
心
と
な
る
施
設
で

あ
り
、
災
害
時
の
指
定
緊
急

避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
こ
と
か
ら
、

和
６

年
度
に
外
壁
の
劣
化
状
況
の

調
査
診
断
を
行
い
、
そ
の
調

査
結
果
に
基
づ
き
、
劣
化
進

行
を
抑
制
し
、
高
い
予
防
保

全
効
果
が
期
待
さ
れ
る
工
法

を
採
用
し
た
詳
細
設
計
を
行

い
ま
し
た
。

和
７
年
度
に
は
、
高
い

確
率
で
発
生
が
懸
念
さ
れ
る

大
き
な
地
震
に
備
え
、
早
期

に
外
壁
改
修
工
事
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

◇
お
わ
り
に

和
７
年
度
の
施
政
方
針

の
大
綱
を
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災

害
か
ら
の
復
興
を
必
ず
や
成

し
遂
げ
る
た
め
に
、
高
い
次

元
の
志
を
持
っ
て
取
り
組

み
、
未
来
に
向
け
、
希
望
を

抱
け
る
行
財
政
運
営
を
行
い

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
政
の
基
本
理
念
は
、
町

民
一
人
一
人
が
健
康
に
恵
ま

れ
、
安
全
で
快
適
な
生
活
環

境
の
中
で
、
活
力
と
生
き
が

い
の
あ
る
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
地
域
社
会
を
形
成

す
る
こ
と
で
あ
る
と
私
は
考

え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
を
実
現

す
る
た
め
、
町
民
の
皆
様
を

は
じ
め
、
各
方
面
か
ら
の
御

意
見
に
耳
を
傾
け
、
何
を
求

め
て
お
ら
れ
る
か
を
的
確
に

判
断
し
、
そ
の
実
現
の
た

め
、
今
後
あ
ら
ゆ
る
創
意
と

工
夫
の
も
と
に
、
地
に
足
が

着
い
た
施
策
を
着
実
に
推
進

し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

議
会
の
皆
様
を
は
じ
め
、

町
民
の
皆
様
の
深
い
御
理
解

と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

動
指
導
員
の
配
置
に
配
慮

し
、
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

坂
町
の
子
ど
も
た
ち
が
、

「
ふ
る
さ
と
坂
町
」
に
誇
り

を
も
ち
、
異
な
る
文
化
や
価

値
観
を
理
解
し
、「
日
本
の

将
来
を
担
う
人
に
な
る
」
と

い
う
夢
や
希
望
の
実
現
に
向

か
っ
て
挑
戦
す
る
児
童
生
徒

の
育
成
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

〇「
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
」

と
留
守
家
庭
児
童
会
の

推
進

「
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
子
ど
も

た
ち
が
生
活
体
験
、
社
会
体

験
な
ど
の
様
々
な
体
験
活
動

に
自
主
的
に
取
り
組
め
る
よ

う
、
地
域
で
子
ど
も
を
育
て

る
環
境
や
、
家
庭
・
地
域
の

教
育
力
の
向
上
を
目
指
し

て
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

協
力
の
も
と
、
更
な
る
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

留
守
家
庭
児
童
会
に
つ
き

ま
し
て
は
、
坂
・
横
浜
・
小

屋
浦
全
て
の
地
区
で
待
機
児

童
も
な
く
、
全
学
年
の
受
入

れ
を
行
っ
て
お
り
、

和
６

年
度
か
ら
は
、
長
期
休
業
中

の
み
の
受
入
れ
も
行
っ
て
お

り
ま
す
。

〇
「
ふ
る
さ
と
資
料
館
」

の
整
備
に
つ
い
て

坂
町
に
お
き
ま
し
て
は
、

多
く
の
先
人
が
培
わ
れ
て
き

た
貴
重
な
文
化
財
が
多
数
存

在
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
保
管
し
て
い
る
民
具

等
の
資
料
を
展
示
す
る
た
め

の
「
ふ
る
さ
と
資
料
館
」
を

整
備
し
、
完
成
後
は
、
町
全

体
の
資
料
館
と
し
て
活
用
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
資
料
館
を
経
由
す

る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
設

定
し
、
子
ど
も
た
ち
や
地
域

の
皆
様
を
は
じ
め
、
町
内
外

の
多
く
の
方
々
に
ご
覧
い
た
だ

く
こ
と
で
、
貴
重
な
歴
史
・

文
化
を
後
世
に
伝
え
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

〇
六
角
御
輿
の
活
用

和
７
年
度
は
、
町
制
施

行
75
周
年
の
節
目
の
年
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
現
在
町
民
セ

ン
タ
ー
に
展
示
し
て
お
り
ま

す
六
角
御
輿
と
坂
町
音
頭
を

軸
と
し
て

和
７
年
５
月
に

開
催
さ
れ
る
「
ひ
ろ
し
ま
フ

ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

の
パ
レ
ー
ド
に
出
場
す
る
こ

と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

昔
と
同
様
に
、
中
学
生
が
御

輿
を
担
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
、

伝
統
を
復
活
さ
せ
、
後
世
に

引
き
継
い
で
い
く
こ
と
に
よ

り
、
郷
土
へ
の
誇
り
や
愛
着

が
醸
成
さ
れ
る
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
パ

レ
ー
ド
へ
の
参
加
や
観
覧
に

つ
き
ま
し
て
、
御
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

〇「
シ
モ
ハ
ナ
ホ
ー
ル
」

町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、

和
６
年
度
に
「
シ
モ
ハ
ナ

ホ
ー
ル
」
に
愛
称
を
変
更

し
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。
今
後
も
イ
ベ
ン

ト
等
を
通
じ
て
「
シ
モ
ハ
ナ

ホ
ー
ル
」
を
町
内
外
に
発
信

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

町
内
外
の
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化

の
交
流
拠
点
等
と
し
て
、
引

き
続
き
、
施
設
の
適
切
な
維

持
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
つ

き
ま
し
て
は
、
町
民
の
皆
様

に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

６
産
業
活
性
化
・
観
光

振
興
に
よ
る
活
気
あ

る
ま
ち
づ
く
り

〇
都
市
近
郊
農
業
の
振
興

本
町
の
農
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
農
地
の
多
く
が
傾

斜
地
に
あ
る
こ
と
で
効
率
化

が
難
し
く
、
さ
ら
に
、
高

化
に
よ
り
地
域
の
担
い
手
が

減
少
傾
向
に
あ
り
、
イ
ノ
シ

シ
や
サ
ル
な
ど
の
有
害
鳥
獣

に
よ
る
農
作
物
の
被
害
も
報

告
さ
れ
て
お
り
、
厳
し
い
状

況
に
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、

新
た
な
生
き
が
い
や
、
や
り

が
い
を
求
め
て
農
作
業
に
興

味
を
持
つ
方
を
含
め
、
農
作

業
に
携
わ
る
方
が
意
欲
を

持
て
る
環
境
を
つ
く
る
た

め
、
休
耕
地
を
利
用
し
た
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
農
園
の
運

営
や
、
農
産
物
品
評
会
の
開

催
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
協

議
会
の
活
動
や
有
害
鳥
獣
か

ら
の
被
害
防
止
対
策
費
用
を

補
助
し
、
都
市
近
郊
農
業
の

振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

〇
水
産
業
の
振
興

特
産
で
あ
る
広
島
カ
キ
の

一
翼
を
担
う
カ
キ
養
殖
及
び

漁
船
漁
業
は
、
本
町
の
唯
一

の
地
場
産
業
と
し
て
、
森
山

北
漁
業
基
地
を
拠
点
に
操
業

が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

平
成
８
年
に
整
備
さ
れ
た
基

地
内
の
浮
消
波
堤
は
、
老
朽

化
に
よ
り
機
能
が
発
揮
さ
れ

ず
、
波
浪
の
影
響
に
よ
り
漁

業
活
動
の
安
全
性
が
確
保
で

き
な
い
た
め
、
一
文
字
防
波

堤
の
改
修
を
県
に
進
め
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
漁
業
の
振
興
に
か

か
る
諸
施
策
を
継
続
し
、
坂

町
漁
業
協
同
組
合
と
連
携
を

密
に
し
な
が
ら
、
必
要
に
応

じ
て
、
国
や
県
に
働
き
か
け

る
な
ど
、
水
産
業
の
振
興
に
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身
体
を
培
い
豊
か
な
人
間
性

を
育
む
基
礎
と
な
り
、
坂
町

の
未
来
の
発
展
の
た
め
に
も

重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

今
後
も
、
各
学
校
の
実
態

を
踏
ま
え
、「
体
力
つ
く
り

改
善
計
画
」
を
作
成
し
、
体

育
・
保
健
体
育
の
授
業
を
は

じ
め
、
学
校
教
育
活
動
全
体

を
通
し
て
、
体
力
・
運
動
能

力
の
更
な
る
向
上
に
努
め
ま

す
。ま

た
、
給
食
や
様
々
な
経

験
を
通
じ
て
、
食
育
に
つ
い

て
の
学
習
機
会
の
充
実
を
図

り
、
望
ま
し
い
食
習
慣
を
形

成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
児
童
生
徒

が
心
身
と
も
に
健
や
か
で
安

全
に
成
長
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
取
組
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

⑷
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進

社
会
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
化

が
推
進
さ
れ
る
中
、
学
校
に

お
い
て
も
学
習
指
導
要

に

示
さ
れ
た
資
質
・
能
力
の
育

成
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
育
成
に
当
た
っ

て
は
、「
個
別
最
適
な
学
び
」

と
「
協
働
的
な
学
び
」
の
一

体
的
な
充
実
に
努
め
、
授
業

で
の
対
話
場
面
を
重
視
し
、

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
」
に
向
け
た
授
業
改
善

を
進
め
る
と
と
も
に
、
学
校

に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
最

大
限
活
用
し
、
電
子
黒
板
や

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
等
の
新
た

な
教
材
や
学
習
活
動
等
も
積

極
的
に
取
り
入
れ
つ
つ
、
情

報
モ
ラ
ル
教
育
を
含
め
た
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

⑸
平
和
教
育
の
推
進

平
和
教
育
に
お
い
て
は
、

自
他
の
生
命
と
人
間
の
尊
厳

を
尊
重
す
る
心
を
育
む
こ
と

を
根
幹
と
し
、
戦
争
の
悲
惨

さ
や
平
和
の
尊
さ
を
多
角
的

に
学
ぶ
こ
と
が
重
要
で
す
。

和
７
年
度
は
、
沖
縄
県
内

自
治
体
と
の
交
流
事
業
を
通

じ
、
中
学
生
同
士
が
歴
史
や

文
化
、
そ
し
て
平
和
へ
の
想

い
を
共
有
す
る
機
会
を
設
け

ま
す
。
こ
の
交
流
な
ど
を
通

し
て
、
児
童
生
徒
が
過
去
の

出
来
事
を
深
く
理
解
し
、
未

来
に
向
け
て
平
和
を
希
求
す

る
心
を
育
め
る
よ
う
、
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

⑹
防
災
教
育
の
推
進

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害

の
経
験
や
教
訓
を
生
か
し
た

防
災
教
育
を
推
進
し
、
生
涯

に
わ
た
る
防
災
対
応
能
力
の

基
礎
を
育
成
し
、
復
興
に
向

け
て
心
身
と
も
に
た
く
ま
し

く
生
き
抜
く
力
を
育
む
防
災

教
育
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。推

進
に
当
た
っ
て
は
、
教

育
活
動
全
体
を
通
し
て
、
自

然
災
害
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
、「
待
つ
な
！
迷
う
な
！

逃
げ
ろ
！
」を
合
言
葉
と
し
、

災
害
時
に
的
確
な
思
考
・
判

断
に
基
づ
く
適
切
な
意
思
決

定
や
行
動
選
択
が
で
き
る
力

を
育
成
し
ま
す
。
ま
た
、
自

他
の
生
命
を
尊
重
す
る
心
を

育
て
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

の
安
全
活
動
に
進
ん
で
参

加
・
協
力
・
貢
献
で
き
る
よ

う
な
資
質
や
能
力
を
養
い
、

主
体
的
に
行
動
し
防
災
に
対

応
す
る
こ
と
の
で
き
る
人
材

を
育
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑺
特
別
支
援
教
育
の
推
進

児
童
生
徒
の
自
立
と
社
会

参
加
を
一
層
推
進
し
て
い
く

た
め
に
、
児
童
生
徒
一
人
一

人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
的
確

に
把
握
し
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
た
教
育

環
境
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も

に
、
適
切
な
指
導
や
支
援
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
各
学
校
で

「
個
別
の
教
育
支
援
計
画
」

及
び
「
個
別
の
指
導
計
画
」

を
作
成
し
、
効
果
的
に
活
用

す
る
と
と
も
に
、「
※
特
別

支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
を
中
心
に
校
内
体
制

を
整
え
、
関
係
機
関
等
と
の

連
携
を
積
極
的
に
進
め
、
研

修
の
充
実
や
指
導
内
容
、
指

導
方
法
の
改
善
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

⑻
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す

る
中
、
多
様
化
す
る
価
値
観

や
世
界
規
模
の
課
題
に
対
応

す
る
姿
勢
を
育
み
、
持
続
可

能
な
社
会
の
創
り
手
と
な
る

た
め
に
必
要
な
資
質
や
能
力

を
身
に
付
け
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

坂
町
で
育
っ
た
こ
と
に
誇

り
を
も
ち
、
胸
を
張
っ
て
坂

町
を
語
り
、
国
際
社
会
で
活

躍
で
き
る
よ
う
、
語
学
力
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
育
み
、
自
ら
の
考
え
や
意

見
を
伝
え
、
主
体
性
や
創
造

性
、
責
任
感
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
を
も
っ
て
行
動
で
き
る

能
力
や
態
度
を
育
成
し
ま

す
。
ま
た
、
異
な
る
文
化
や

価
値
観
を
理
解
し
、
国
際
社

会
の
平
和
や
発
展
に
貢
献
す

る
人
材
を
育
成
し
て
ま
い
り

ま
す
。

⑼
生
徒
指
導
体
制
の
確
立

児
童
生
徒
を
取
り
巻
く
社

会
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る

今
日
、
問
題
行
動
の
未
然
防

止
や
早
期
発
見
・
早
期
解
決

と
健
全
育
成
を
一
体
的
に
捉

え
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
の

規
範
意
識
を
高
め
、
自
己
を

律
し
社
会
的
自
立
を
促
進
す

る
生
徒
指
導
体
制
の
確
立
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
・
関
係
機
関
等
が
互
い
に

連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育

力
を
生
か
し
た
開
か
れ
た
生

※
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

学
校
内
の
関
係
者
や
外
部
の
関
係
者

と
の
連
絡
調
整
役
、
保
護
者
に
対
す

る
相
談
窓
口
、
担
任
へ
の
支
援
、
校

内
委
員
会
の
運
営
や
推
進
役

１
は
じ
め
に

グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
技
術
革

新
の
急
速
な
進
展
、
気
候
変

動
な
ど
、
社
会
は
依
然
と
し

て
変
化
の
速
度
を
増
し
て
お

り
、
予
測
が
困
難
な
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
時
代
の
中
で
、
学
校
教
育

に
は
一
人
一
人
の
子
ど
も
た

ち
に
、
豊
か
な
人
生
を
切
り

拓
き
、
持
続
可
能
な
社
会
の

創
り
手
と
な
る
た
め
に
必
要

な
資
質
や
能
力
を
育
成
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
で
は
、「
※
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
」
の
実
現
に

向
け
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
が
こ

れ
か
ら
の
学
校
教
育
を
支
え

る
こ
と
を
前
提
に
、
今
後
の

学
校
教
育
の
在
り
方
に
つ
い

て
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

坂
町
に
お
い
て
も
、
国
の

動
向
を
踏
ま
え
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
の
効
果
的
利
用
を
基
盤
と

し
た
教
育
活
動
を
さ
ら
に
進

化
さ
せ
、
子
ど
も
た
ち
の
可

能
性
を
最
大
限
に
引
き
出
す

教
育
を
推
進
し
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
の
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
の
実
現
に
向

け
、
デ
ジ
タ
ル
教
材
の
効
果

的
な
活
用
等
を
通
じ
て
、
子

ど
も
た
ち
を
誰
一
人
取
り
残

す
こ
と
な
く
育
成
す
る
「
個

別
最
適
な
学
び
」
と
子
ど
も

た
ち
の
多
様
な
個
性
を
最
大

限
に
生
か
す
「
協
働
的
な
学

び
」
を
一
体
的
に
充
実
さ
せ

る
取
組
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
情
報
活
用
能
力
の

育
成
の
み
な
ら
ず
、
情
報
モ

ラ
ル
や
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

に
関
す
る
教
育
を
充
実
さ

せ
、
情
報
社
会
で
適
切
に
活

動
す
る
た
め
の
基
盤
を
育
成

し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通

じ
て
、
変
化
の
激
し
い
社
会

を
生
き
抜
く
力
、
自
ら
学
び

続
け
る
力
、
そ
し
て
他
者
と

協
働
し
て
新
た
な
価
値
を
創

造
す
る
力
を
育
み
、
子
ど
も

た
ち
の
未
来
を
拓
い
て
い
き

ま
す
。

さ
ら
に
は
、
人
生
100
年
時

代
の
到
来
な
ど
社
会
の
変
化

や
課
題
を
踏
ま
え
た
新
し
い

時
代
を
迎
え
る
中
、
生
涯
学

習
の
重
要
性
は
一
層
高
ま
っ

て
お
り
、
学
校
教
育
で
の
学

び
を
生
か
し
、
町
民
一
人
一

人
が
生
涯
を
通
し
て
学
ぶ
こ

と
の
で
き
る
環
境
の
整
備
、

多
様
な
学
習
機
会
の
提
供

等
、
生
涯
学
習
の
理
念
を
踏

ま
え
た
総
合
的
な
政
策
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、

和
６
年
度
に
お

き
ま
し
て
は
、
多
く
の
行
事

や
イ
ベ
ン
ト
を
例
年
通
り
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
コ
ロ
ナ
前
の
水
準
に
は
ま

だ
戻
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

少
し
ず
つ
回
復
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

引
き
続
き
、

和
７
年
度

に
お
い
て
も
、
行
事
や
イ
ベ

ン
ト
等
の
目
的
や
効
果
を
再

検
証
し
、
町
民
の
皆
様
に
喜

ん
で
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
柔
軟
か
つ
き
め
細
や
か

に
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。

坂
町
教
育
委
員
会
と
い
た

し
ま
し
て
は
、「
町
長
施
政

方
針
」
及
び
「
坂
町
長
期
総

合
計
画
」
等
に
基
づ
き
、
ま

た
「
総
合
教
育
会
議
」
の
趣

旨
を
踏
ま
え
、
町
長
部
局
と

一
体
と
な
っ
て
、
効
果
的
な

教
育
行
政
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

２
学
校
教
育

⑴
「
礼
節
」
を
基
本
と
し

た
教
育
の
推
進

一
人
一
人
の
子
ど
も
た
ち

が
、
自
ら
を
律
し
つ
つ
他
者

と
協
調
し
、
思
い
や
り
や
感

動
す
る
心
を
育
み
な
が
ら
、

「
礼
節
」
を
わ
き
ま
え
た
行

為
へ
と
深
め
て
い
く
教
育
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

時
と
場
所
、
場
合
に
応
じ

た
適
切
な
挨
拶
や
言
葉
遣
い

の
で
き
る
「
礼
儀
」
と
、
自

分
自
身
の
立
場
を
わ
き
ま

え
、
よ
く
考
え
て
行
動
し
、

生
活
す
る
こ
と
の
で
き
る

「
節
度
」
を
一
体
と
し
て
捉

え
、
全
て
の
教
育
活
動
を
通

し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

⑵
確
か
な
学
力
の
向
上

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
主
体

的
・
創
造
的
に
生
き
抜
い
て

い
く
た
め
に
、
児
童
生
徒
一

人
一
人
に
基
礎
的
・
基
本
的

な
内
容
の
定
着
を
図
り
、
自

ら
学
び
、
自
ら
考
え
、
主
体

的
に
判
断
・
行
動
し
、
よ
り

よ
く
問
題
を
解
決
す
る
資
質

や
能
力
を
育
成
し
て
ま
い
り

ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
各
教
科
に

関
す
る
学
力
を
結
び
つ
け
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
よ
っ
て
、
環
境

配
慮
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中

で
、
地
球
規
模
の
課
題
と
し

て
の
環
境
問
題
の
解
決
に
繋

が
る
取
組
（
エ
コ
フ
レ
ン
ド

リ
ー
）
を
理
解
し
、
実
践
す

る
こ
と
や
、
現
代
社
会
に
お

け
る
、
選
挙
権
年

の
引
下

げ
や
金
融
環
境
の
大
き
な
変

化
に
よ
る
リ
ス
ク
や
ト
ラ
ブ

ル
等
の
諸
課
題
に
対
応
す
る

知
識
や
判
断
力
の
習
得
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

⑶
体
力・運
動
能
力
の
向
上

体
力
は
人
間
の
発
達
・
成

長
を
支
え
、
創
造
的
な
活
動

を
す
る
た
め
に
大
切
な
役
割

を
果
た
す
こ
と
か
ら
、
将
来

を
担
う
児
童
生
徒
の
体
力
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
や
、
食
育

の
推
進
に
つ
い
て
は
、
生
涯

に
わ
た
っ
て
、
健
全
な
心
と

教
育
行
政
方
針

※
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

１
人
１
台
端
末
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
）

を
実
現
し
、
子
ど
も
た
ち
の
資

質
・
能
力
を
一
層
育
成
す
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
の
構
築
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な
ど
の
公
共
施
設
が
町
民
の

身
近
な
学
習
拠
点
や
交
流
の

場
と
し
て
活
用
さ
れ
る
よ
う

に
、
多
様
化
・
高
度
化
す
る

学
習
内
容
や
学
習
方
法
に
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
小
・
中
学
校
を
含
め
た

施
設
間
の
連
携
、
施
設
・
設

備
等
の
充
実
を
図
り
、
活
用

の
利
便
性
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、

和
６
年
度
に
「
シ
モ
ハ
ナ

ホ
ー
ル
」
に
愛
称
を
変
更
し

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
た
。
今
後
も
、
町
民
に
親

し
ま
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

活
動
の
交
流
拠
点
と
し
て
活

用
さ
れ
る
よ
う
関
係
機
関
等

と
も
協
力
し
、
利
用
促
進
に

努
め
る
と
と
も
に
、
防
災
の

拠
点
と
し
て
、
施
設
の
適
切

な
点
検
及
び
維
持
管
理
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

⑶
生
涯
学
習
推
進
体
制

の
確
立

社
会
の
変
化
や
町
民
の
学

習
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
学
習
機

会
の
提
供
や
、
学
習
活
動
を

よ
り
豊
か
で
魅
力
あ
る
も
の

と
す
る
た
め
、
中
心
的
役
割

を
担
う
指
導
者
及
び
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
確
保
と
育

成
に
努
め
、
生
涯
学
習
を
推

進
す
る
体
制
の
確
立
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
講
座
参
加
者
の
安

全
・
安
心
を
確
保
し
、
継
続

し
て
活
動
が
で
き
る
よ
う
自

主
グ
ル
ー
プ
の
育
成
や
生
涯

学
習
に
関
係
す
る
機
関
・
団

体
間
の
連
携
・
協
力
体
制
の

構
築
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。⑷

図
書
館
運
営
の
充
実

図
書
館
は
、
地
域
の
情
報

の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
た
め
、
蔵
書
・
資
料
な

ど
の
計
画
的
な
収
集
・
整
備

に
努
め
、
誰
も
が
知
識
や
情

報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
学
校
、
公
民
館

等
、
関
連
施
設
と
連
携
し
、

町
内
全
域
で
質
の
高
い
図
書

館
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る

よ
う
資
質
の
向
上
を
図
り
、

図
書
館
機
能
を
活
用
し
た
生

涯
学
習
機
会
の
提
供
と
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
の
読
書
活
動
に
つ

い
て
は
、「
坂
町
子
ど
も
読

書
活
動
推
進
計
画
」
に
基
づ

き
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
な

ど
社
会
全
体
で
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
読
み
聞
か
せ
や
図

書
館
ま
つ
り
を
開
催
し
て
、

図
書
館
に
興
味
を
持
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
取
組
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、「
坂
町
子
ど
も
読

書
活
動
推
進
計
画
（
第
三
次

計
画
）」
の
最
終
年
度
に
あ

た
る
た
め
、

和
３
年
度
以

降
の
取
組
み
に
係
る
成
果
と

課
題
を
検
証
す
る
こ
と
に
よ

り
、
次
期
に
つ
な
げ
て
ま
い

り
ま
す
。

⑸
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会

の
振
興

町
民
の
誰
も
が
生
涯
を
通

じ
て
い
つ
で
も
身
近
に
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で

き
る
環
境
を
整
備
し
、
幸
福

で
豊
か
な
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

推
進
に
当
た
っ
て
は
、
坂

町
体
育
協
会
や
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
協
議
会
等
の
関
係
機

関
と
連
携
・
協
力
し
、「
坂

町
悠
々
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

大
会
」
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
主
催
事

業
を
開
催
し
、
町
民
に
ス

ポ
ー
ツ
活
動
を
通
し
て
、
心

身
の
健
全
な
発
達
や
体
力
増

進
・
健
康
維
持
の
機
会
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、

和
３
年
度
に
坂

町
と
中
国
電
力
ラ
グ
ビ
ー
部

が
締
結
し
た
連
携
協
力
に
関

す
る
協
定
を
基
に
、
同
ラ
グ

ビ
ー
部
と
地
域
の
繋
が
り
を

密
に
し
、
応
援
し
て
い
く
こ

と
で
町
民
の
一
体
感
に
よ
る

愛
着
や
誇
り
を
醸
成
し
、
坂

町
だ
か
ら
こ
そ
体
感
で
き
る

取
組
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。⑹

芸
術・文
化
活
動
の
振
興

芸
術
・
文
化
活
動
は
、

人
々
に
感
動
や
生
き
る
喜
び

を
も
た
ら
し
、
暮
ら
し
に
潤

い
と
活
力
を
満
た
す
大
き
な

力
と
な
る
こ
と
か
ら
、
芸

術
・
文
化
を
大
切
に
す
る
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

町
民
セ
ン
タ
ー
を
は
じ

め
、
公
共
施
設
に
お
け
る
自

主
グ
ル
ー
プ
や
芸
術
・
文
化

団
体
の
育
成
と
支
援
を
継
続

し
、「
坂
町
歌
」「
坂
町
音
頭
」

の
普
及
と
振
興
に
努
め
、
地

域
に
根
ざ
し
た
芸
術
・
文
化

活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、
文
化
協
会
・
関
係

機
関
及
び
団
体
等
と
連
携

し
、
芸
術
・
文
化
活
動
の
活

性
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
情

報
の
提
供
や
発
表
の
場
、
参

加
す
る
機
会
の
拡
充
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

更
に
は
、

和
７
年
度

は
、
町
制
施
行
75
周
年
の
節

目
の
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

現
在
、
町
民
セ
ン
タ
ー
に
展

示
し
て
お
り
ま
す
六
角
御
輿

と
坂
町
音
頭
を
軸
と
し
て
、

５
月
に
開
催
さ
れ
る
「
ひ
ろ

し
ま
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
の
パ
レ
ー
ド
に
出
場

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

中
学
生
が
御
輿
を
担
ぐ
こ

と
に
よ
っ
て
、
伝
統
を
復
活

さ
せ
、
後
世
に
引
き
継
い
で

い
く
こ
と
に
よ
り
、
郷
土
へ

の
誇
り
や
愛
着
が
醸
成
さ
れ

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

徒
指
導
を
推
進
し
、
校
内
に

お
け
る
教
育
相
談
体
制
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

と
り
わ
け
、
不
登
校
の

増
加
に
対
し
て
は
、
Ｓ
Ｓ

Ｒ
（
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト

ル
ー
ム
）
等
を
活
用
し
な
が

ら
、
支
援
の
基
本
的
な
考
え

方
に
つ
い
て
共
通
認
識
を
持

ち
、
不
登
校
児
童
生
徒
の
社

会
的
自
立
に
向
け
、
支
援
の

一
層
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
い
じ
め
問

題
に
つ
い
て
は
、「
ど
の
子

に
も
、
ど
の
学
校
に
も
起
こ

り
う
る
問
題
」
と
し
て
認
識

し
、
い
じ
め
の
未
然
防
止
に

努
め
、
い
じ
め
が
生
じ
た
際

に
は
、
迅
速
な
対
応
、
悪
化

の
防
止
、
真
の
解
決
に
結
び

つ
け
る
た
め
に
、
学
校
と
教

育
委
員
会
が
家
庭
と
連
携
し

一
体
と
な
っ
て
適
切
に
対
応

し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑽
保
育
園
・
こ
ど
も
園
・

小
・
中
学
校
に
お
け
る

連
携
・
接
続
の
推
進

町
内
の
保
育
園
・
認
定
こ

ど
も
園
、
小
学
校
、
中
学
校

間
が
円
滑
に
連
携
・
接
続
し

な
が
ら
子
ど
も
の
発
達
や
成

長
段
階
に
あ
わ
せ
た
教
育
の

連
続
性
、
一
貫
性
を
確
保

し
、
子
ど
も
に
対
し
て
体
系

的
な
教
育
が
組
織
的
に
行
わ

れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
就
学
前
後
の

架
け
橋
期
の
学
び
と
育
ち
の

連
続
性
を
重
視
し
、
保
育

園
・
認
定
こ
ど
も
園
と
小
学

校
が
互
い
の
保
育
・
教
育
を

理
解
し
、
幼
児
教
育
で
培
わ

れ
た
主
体
性
や
学
び
に
向
か

う
力
を
小
学
校
以
降
の
教
育

へ
円
滑
に
つ
な
ぐ
こ
と
で
、

見
通
し
を
も
っ
て
、
子
ど
も

の
育
ち
と
学
び
を
連
続
さ
せ

て
い
く
連
携
体
制
の
構
築
と

教
育
内
容
の
充
実
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
小
・
中
学
校
で
は

９
年
間
の
教
育
課
程
を
系
統

的
、
継
続
的
な
一
つ
の
ま
と

ま
り
と
し
て
捉
え
、
学
校
間

の
円
滑
な
連
携
・
接
続
を
確

保
し
、
心
身
と
も
に
健
康

で
、
子
ど
も
た
ち
の
発
達
段

階
に
応
じ
た
「
生
き
る
力
」

を
育
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑾
「
地
域
と
と
も
に
あ
る

学
校
づ
く
り
」の
推
進

学
校
と
地
域
が
学
校
の
目

標
を
共
有
し
、
一
体
と
な
っ

て
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
育

ん
で
い
く
こ
と
は
、
子
ど
も

の
豊
か
な
育
ち
を
確
保
し
、

地
域
の
絆
を
強
め
、
地
域
づ

く
り
の
担
い
手
を
育
て
て
い

く
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、「
坂
町
の
教

育
を
考
え
る
会
」
の
方
針
に

基
づ
い
て
、
町
内
各
学
校
区

に
お
い
て
、
地
域
住
民
や
保

護
者
等
が
学
校
運
営
に
参
画

す
る
学
校
運
営
協
議
会
（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）

を
活
用
し
、
学
校
と
地
域
が

連
携
・
協
働
し
な
が
ら
一
体

と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
支
え
る
「
地
域
と
と
も

に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
中
学
校
の
部
活
動

に
お
い
て
は
、
学
校
主
体
で

教
育
の
一
環
と
し
て
地
域
と

と
も
に
盛
り
上
げ
て
い
け
る

よ
う
、
部
活
動
指
導
員
の
配

置
に
配
慮
し
つ
つ
関
係
機
関

と
連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑿
安
全
・
安
心
な
学
校
環

境
の
整
備

学
校
施
設
は
、
未
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
が
集
い
、
生

き
生
き
と
学
び
、
生
活
を
す

る
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
地

域
住
民
に
と
っ
て
は
生
涯
に

わ
た
る
学
習
、
文
化
、
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
の
活
動
の
場
で

あ
り
、
災
害
時
等
に
は
避
難

場
所
・
避
難
所
と
し
て
役
割

を
果
た
す
重
要
な
施
設
で

す
。引

き
続
き
、
学
校
施
設
の

改
修
整
備
は
、
安
全
で
安
心

し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
施

設
及
び
避
難
場
所
・
避
難
所

と
し
て
の
維
持
管
理
が
重
要

で
あ
り
、
老
朽
化
対
策
と
し

て
策
定
し
た
「
長
寿
命
化
計

画
」
に
基
づ
き
、
効
果
的
・

効
率
的
に
長
寿
命
化
を
図

り
、
良
好
な
状
態
の
維
持
や

安
全
性
の
確
保
及
び
環
境
問

題
を
考
慮
し
た
学
校
施
設
整

備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
教
職
員
の
長
時
間

勤
務
課
題
の
解
決
に
向
け

て
、
児
童
生
徒
の
出
欠
や
成

績
の
管
理
を
行
う
校
務
支
援

シ
ス
テ
ム
の
運
用
等
に
よ

り
、
教
員
が
子
ど
も
と
向
き

合
う
時
間
を
確
保
し
、
健
康

で
い
き
い
き
と
や
り
が
い
を

も
っ
て
勤
務
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

３
生
涯
学
習

⑴
生
涯
学
習
社
会
の
推
進

社
会
の
急
激
な
変
化
を
背

景
に
、
価
値
観
の
多
様
化
す

る
中
で
長
い
人
生
を
生
き
生

き
と
生
き
る
た
め
、
あ
ら
ゆ

る
世
代
、
す
べ
て
の
生
活
の

場
に
お
け
る
生
涯
に
わ
た
っ

て
の
学
習
が
重
視
さ
れ
て
い

ま
す
。

そ
の
た
め
、
町
民
一
人
一

人
が
生
涯
を
通
し
て
学
ぶ
こ

と
の
で
き
る
環
境
の
整
備
、

多
様
な
学
習
機
会
の
提
供
、

学
習
し
た
成
果
が
適
切
に
評

価
さ
れ
る
た
め
の
仕
組
み
づ

く
り
な
ど
、
生
涯
学
習
社
会

の
実
現
を
目
指
し
た
取
組
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑵
生
涯
学
習
環
境
の
整
備

学
習
活
動
の
さ
ら
な
る
充

実
を
図
る
た
め
、
学
習
意
欲

を
も
つ
誰
も
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ

せ
て
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
、
気
軽
に
学
べ
る
環
境
づ

く
り
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。町

民
セ
ン
タ
ー
や
図
書
館
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和
７
年
第
１
回
坂
町
議

会
（
臨
時
会
）
が
２
月
28
日

（
金
）
に
開
会
さ
れ
、
提
案

し
た
案
件
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

○
専
決
処
分
を
し
た
事
件
の

報
告
に
つ
い
て
（
坂
中
学
校

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
工
事
請

負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て
）

契
約
金
額
７
千
920
万
円
を

８
千
73
万
７
千
800
円
に
変
更

し
た
こ
と
を
報
告
す
る
も
の

○

和
６
年
度
坂
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
９
号
）
の

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

国
の
総
合
経
済
対
策
に
伴

う
経
費
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
予
算
に
５
千
284
万
３
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
84
億
570
万
１
千
円

と
す
る
も
の

○
坂
町
長
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
公
報
の
発
行
に
関
す
る

条
例
の
制
定
の
専
決
処
分
の

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
坂
町
長
選
挙
の
選
挙
公
報

を
発
行
に
す
る
た
め
制
定
す

る
も
の

○
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

小
屋
浦
地
区
の
賑
わ
い
創

出
と
人
口
増
に
向
け
た
再
開

発
を
行
う
た
め
の
土
地
を
取

得
す
る
も
の

和
７
年
第
２
回
坂
町
議

会
（
定
例
会
）
が
３
月
３
日

（
月
）
に
開
会
さ
れ
、
提
案

し
た
案
件
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

○

和
６
年
度
坂
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
10
号
）

決
算
見
込
み
に
基
づ
く
補

正
を
行
っ
た
も
の
で
、
こ
れ

ま
で
の
予
算
に
３
億
６
千
172

万
５
千
円
を
減
額
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
80
億
４

千
397
万
６
千
円
と
す
る
も
の

○

和
６
年
度
坂
町
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

決
算
見
込
み
に
基
づ
く
補

正
を
行
っ
た
も
の
で
、
こ
れ

ま
で
の
予
算
に
172
万
１
千
円

を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
12
億
８
千
724
万
３

千
円
と
す
る
も
の

○

和
６
年
度
坂
町
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

決
算
見
込
み
に
基
づ
く
補

正
を
行
っ
た
も
の
で
、
こ
れ

ま
で
の
予
算
に
１
千
817
万
１

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
13
億
４
千
313

万
５
千
円
と
す
る
も
の

○

和
６
年
度
坂
町
後
期
高

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

決
算
見
込
み
に
基
づ
く
補

正
を
行
っ
た
も
の
で
、
こ
れ

ま
で
の
予
算
に
394
万
を
減
額

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
２
億
２
千
405
万
１
千
円
と

す
る
も
の

○
（
仮
称
）
町
道
植
田
水
尻

側
道
線
の
設
置
に
伴
う
工
事

等
に
関
す
る

和
７
年
度
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社

中
国
支
社

契
約
金
額

２
億
６
千
890
万
円

○
小
屋
浦
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
フ
ェ
ン
ス
改
修
工
事
変
更

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

変
更
契
約
の
予
定
価
格
が

５
千
万
円
以
上
と
な
る
た

め
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の

○
坂
東
環
状
線
道
路
改
良

（
そ
の
２
）
工
事
請
負
契
約

の
変
更
に
つ
い
て

契
約
金
額
１
億
８
千
535
万

円
を
２
億
２
千
550
万
円
に
変

更
し
た
こ
と
を
報
告
す
る
も

の○
坂
町
工
場
立
地
法
地
域
準

則
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

広
島
県
準
則
条
例
の
廃
止

に
伴
い
制
定
す
る
も
の

○
坂
町
部
設
置
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

デ
ジ
タ
ル
改
革
推
進
室
開

設
に
伴
い
改
正
す
る
も
の

○
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

人
事
院
勧
告
に
準
拠
す
る

た
め
改
正
す
る
も
の

○
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

人
事
院
規
則
の
一
部
改
正

に
伴
い
改
正
す
る
も
の

○
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員

の
派
遣
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

職
員
の
派
遣
先
を
追
加
す

る
た
め
改
正
す
る
も
の

○
坂
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

農
園
設
置
及
び
管
理
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

坂
町
が
管
理
す
る
農
園
の

議
会
報
告

議
会
報
告

⑺
青
少
年
の
健
全
育
成

青
少
年
の
健
全
な
育
成

は
、
青
少
年
が
、
豊
か
な
人

間
性
を
育
み
、
心
身
と
も
に

健
や
か
に
成
長
す
る
と
と
も

に
、
社
会
と
の
か
か
わ
り
を

自
覚
し
な
が
ら
、
次
代
の
社

会
の
担
い
手
と
し
て
自
立
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

こ
の
た
め
、
青
少
年
育
成

坂
町
民
会
議
や
学
校
等
と
連

携
し
、「
あ
い
さ
つ
運
動
」

や
「
道
徳
作
文
」、「
青
少
年

の
主
張
」
な
ど
へ
の
参
加
を

促
進
し
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

捉
え
て
、
他
人
を
思
い
や
る

心
や
善
悪
の
判
断
な
ど
の
基

本
的
倫
理
観
を
養
い
、
社
会

的
な
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
る

等
の
健
全
な
育
成
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

⑻
「
※
放
課
後
子
ど
も
プ

ラ
ン
」の
推
進

子
ど
も
た
ち
が
放
課
後
や

週
末
の
自
由
な
時
間
を
安
全

で
安
心
し
て
活
動
で
き
る
拠

点
と
し
て
、「
放
課
後
子
ど

も
教
室
」
や
「
子
ど
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
講
座
」
の
充
実
に
努

め
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
を

守
り
育
て
る
意
識
の
啓
発
を

図
り
、
子
ど
も
た
ち
の
社
会

性
、
自
主
性
、
創
造
性
等
の

豊
か
な
人
間
性
の
涵
養
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

現
在
「
留
守
家
庭
児
童

会
」
は
、
坂
・
横
浜
・
小
屋

浦
の
全
て
の
地
区
で
待
機
児

童
も
無
く
、
全
学
年
の
受
け

入
れ
を
行
っ
て
お
り
、

和

６
年
度
か
ら
は
長
期
休
業
中

の
み
の
受
け
入
れ
も
開
始
い

た
し
ま
し
た
。
今
後
も
「
放

課
後
子
ど
も
教
室
」
と
連
携

し
て
、
安
全
へ
の
配
慮
を
徹

底
し
な
が
ら
、
放
課
後
の
適

切
な
遊
び
や
生
活
の
場
を
提

供
し
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全

育
成
と
子
育
て
支
援
の
充
実

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

⑼
町
史
の
普
及
・
活
用
の

促
進

坂
町
に
お
き
ま
し
て
は
、

多
く
の
先
人
が
培
わ
れ
て
き

た
貴
重
な
文
化
財
が
多
数
存

在
し
て
お
り
ま
す
。

町
民
の
歴
史
や
文
化
に
対

す
る
関
心
・
意
欲
を
高
め
、

先
人
が
築
い
た
歴
史
や
文
化

を
次
世
代
に
継
承
す
る
た

め
、
引
き
続
き
坂
町
史
の
普

及
・
啓
発
活
動
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
保
管
し
て
い
る

民
具
等
の
資
料
を
展
示
す
る

た
め
の
「
ふ
る
さ
と
資
料

館
」
を
整
備
し
、
完
了
し
た

際
に
は
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
に
取
り
入
れ
、
子
ど

も
た
ち
や
地
域
の
皆
様
を
は

じ
め
、
町
内
外
の
多
く
の

方
々
に
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と

で
、
貴
重
な
歴
史
・
文
化
を

後
世
に
伝
え
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、

和
５
年
度
に
制

作
い
た
し
ま
し
た
、
畝
為
吉

氏
の
功
績
を
称
え
る
偉
人
マ

ン
ガ
を
引
き
続
き
４
年
生
に

配
布
し
て
学
習
活
動
に
利
用

す
る
な
ど
、
郷
土
愛
の
醸
成

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

⑽
国
際
交
流
の
推
進

国
際
化
が
進
展
す
る
中
、

青
少
年
自
ら
が
国
際
社
会
の

一
員
で
あ
る
こ
と
を
自
覚

し
、
異
な
る
文
化
や
歴
史
に

立
脚
す
る
人
々
と
共
生
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
た
め
、
外
国
人
講
師
を
招

い
て
の
英
会
話
教
室
や
料
理

教
室
等
を
開
催
し
、
異
国
文

化
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、「
坂
町
海
外
研
修

青
少
年
対
象
事
業
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
長
引
く
円
安
の

影
響
に
よ
る
渡
航
費
用
の
高

騰
に
よ
り
、
断
念
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
円

安
の
解
消
等
、
安
全
・
安
心

に
渡
航
で
き
る
よ
う
な
状
況

に
な
っ
た
際
に
は
、
再
開
で

き
る
よ
う
準
備
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

４

お
わ
り
に

坂
町
教
育
委
員
会
と
い
た

し
ま
し
て
は
、「
夢
や
希
望

を
育
み
、
絆
を
つ
く
る
人
づ

く
り
」
を
基
本
目
標
と
し
、

子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
の
能

力
や
個
性
を
伸
ば
し
、
新
た

な
時
代
を
豊
か
に
生
き
抜
く

力
を
育
成
す
る
質
の
高
い
教

育
を
推
進
し
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

子
ど
も
た
ち
を
育
む
「
地
域

と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く

り
」
の
充
実
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
町
民
の
皆
様
が
生

涯
を
通
じ
て
健
や
か
に
充
実

し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
文
化
に
親
し

み
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
た

め
の
環
境
づ
く
り
に
努
め
、

「
社
会
が
人
を
育
み
、
人
が

社
会
を
つ
く
る
」
好
循
環
と

生
涯
学
習
社
会
の
実
現
を
目

指
し
た
効
果
的
な
取
組
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

町
当
局
の
教
育
行
政
に
対
す

る
温
か
い
ご
支
援
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
そ
の
期
待
に
応
え
る
た

め
、
よ
り
一
層
努
力
し
、
坂

町
教
育
の
向
上
及
び
発
展
の

た
め
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。今

後
と
も
議
会
の
皆
様
並

び
に
町
民
の
皆
様
の
御
理
解

と
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
し
て
「
教
育
行
政
方
針
」

と
し
ま
す
。

※
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン

地
域
社
会
の
中
で
、
放
課
後
等
に

子
ど
も
た
ち
の
安
全
で
健
や
か
な

居
場
所
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

実
施
す
る
、
総
合
的
な
放
課
後
の

取
り
組
み
（
放
課
後
子
ど
も
教

室
、
留
守
家
庭
児
童
会
等
）
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位
置
を
追
加
す
る
た
め
改
正

す
る
も
の

○
坂
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

広
島
県
の
推
計
し
た
標
準

保
険
税
率
に
段
階
的
に
合
わ

せ
る
た
め
改
正
す
る
も
の

○
坂
町
非
常
勤
消
防
団
員
に

係
る
退
職
報
償
金
の
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

関
係
法

の
一
部
改
正
に

伴
い
改
正
す
る
も
の

○
坂
町
自
転
車
等
駐
車
場
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

坂
駅
北
口
自
転
車
等
駐
車

場
の
上
屋
設
置
に
伴
い
改
正

す
る
も
の

○
坂
町
留
守
家
庭
児
童
会
設

置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
物
価
高
騰
、
光
熱
水
費
上

昇
に
よ
る
経
費
の
増
加
に
対

応
す
る
た
め
改
正
す
る
も
の

○

和
７
年
度
坂
町
一
般
会

計
予
算

復
興
に
向
け
た
勢
い
を
さ

ら
に
加
速
さ
せ
る
た
め
、
小

屋
浦
地
区
の
賑
わ
い
創
出
に

向
け
た
再
開
発
事
業
や
、
道

路
等
の
社
会
基
盤
の
更
な
る

強
靭
化
、
子
ど
も
・
子
育
て

施
策
の
推
進
に
要
す
る
た
め

の
予
算
編
成
を
行
い
、
対
前

年
度
比
18.2
％
増
の
84
億
９
千

745
万
２
千
円
の
予
算
総
額
と

す
る
も
の

○

和
７
年
度
坂
町
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

対
前
年
度
比
10.6
％
減
の
11

億
２
千
526
万
円
の
予
算
総
額

と
す
る
も
の

○

和
７
年
度
坂
町
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
予
算

対
前
年
度
比
4.4
％
増
の
13

億
４
千
341
万
７
千
円
の
予
算

総
額
と
す
る
も
の

○

和
７
年
度
坂
町
後
期
高

者
医
療
特
別
会
計
予
算

対
前
年
度
比
3.6
％
増
の
２

億
３
千
491
万
３
千
円
の
予
算

総
額
と
す
る
も
の

○

和
７
年
度
坂
町
下
水
道

事
業
会
計
予
算

対
前
年
度
比
2.3
％
増
の
９

億
４
千
441
万
２
千
円
の
予
算

総
額
と
す
る
も
の

○
坂
町
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
の
同
意
に
つ
い
て

坂
町
小
屋
浦

　
　

丸
山

和
美

氏

を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
を

求
め
る
も
の

○
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者

の
推
薦
に
つ
い
て

坂
町
坂
西

　
　

神
八

み
ど
り

氏

を
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て

意
見
を
求
め
る
も
の

和
７
年
第
３
回
坂
町
議

会
（
臨
時
会
）
が
３
月
24
日

（
月
）
に
開
会
さ
れ
、
提
案

し
た
案
件
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

○
ふ
る
さ
と
資
料
館
整
備
工

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
株
式
会
社
折
出
建
築

契
約
金
額

５
千
582
万
５
千
円

○
坂
町
に
副
町
長
を
置
か
な

い
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

和
７
年
４
月
１
日
か
ら

坂
町
に
副
町
長
を
置
か
な
い

た
め
制
定
す
る
も
の

○

和
６
年
度
坂
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
11
号
）

三
世
代
同
居
等
推
奨
事
業

の
翌
年
度
に
繰
り
越
す
金
額

を
550
万
円
と
す
る
も
の

行政連絡員変更
　長い間、町政にご協力いただきました、これまでの行政連絡員の方が退任され、
新しく次の方がお世話をしてくださることになりました。（敬称略）
　　　　　　　　　　　　　　　　　 （前任者）　　　　　（後任者）
　　刎条地区第３行政連絡員　　　　大田　恂逸　　　　今川　一男
　　森浜地区第１行政連絡員　　　　奥田　康郎　　　　谷　　幸二
　　北新地地区第３行政連絡員　　　　小崎　啓子　　　　長行　人美

物価高騰に伴う給食費の支援について

　物価高騰に伴う子育て世代の家計負担を軽減するため、学校・保育園等の給食費に対する
支援を行います。
支援内容
項　目 内　容
対象期間 和７年４月～ 和８年３月の給食費値上げ分

対象施設
坂町立給食センター（坂小学校、横浜小学校、小屋浦小学校、坂中学校）、
坂みみょう保育園、小屋浦みみょう保育園、
横浜若竹こども園、なぎさ若竹こども園

支援方法 対象期間中に保護者が負担する給食費について、値上げ分を町から対象施設へ
補助し、給食費を据え置きます。

問合せ　小 中 学 校：役場学校教育課　☎820－1524
　　　　保育園・こども園：役 場 民 生 課　☎820－1505

図書館の休館日を変更します

和７年４月から、町立図書館の月曜日の祝日は休館となります。今後はすべての月曜日
が休館となりますので、お間違えのないよう、お願いします。
　ただし、その他の曜日の祝日については、
今までどおり開館します。

問合せ　町立図書館　☎886－3280

マイナンバーカード対応窓口の受付時間を延長します

和７年４月３日（木）から当面の間、開庁時間を一部延長し、マイナンバーカードの交
付・更新窓口を開設します。通常の開庁時間に来庁が難しい方は、ぜひご利用ください。

延長日時　　第１・３木曜日　17時30分～19時
場　　所　　役場１階　税務住民課      　　

※対象はマイナンバーカードの交付・更新等に限ります。
問合せ　役場税務住民課　☎820－1502

ます。
毎週月曜日は
休館日だよ！
図書館整理日は
図書館だよりを
見てね。

「募集」「イベント」「お知らせ」など
暮らしに役立つ情報をお届けします。お知らせ
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FooDrinpic広島紅白“食”合戦について

和６年12月４日と 和７年
３月18日に、FooDrinpic広島紅白
“食”合戦が開催され、坂町から
はSNS推し活合戦を勝ち抜いた
わきみず亭（かき飯、鯛めし）、
木水産（広島坂産牡蠣を使っ

た燻製オイル漬け）、おもと
（さつま）が出場し、坂町の食
資産をPRしました。
　温かい応援、ありがとうござ
いました。

問合せ　役場企画財政課　☎820－1507

循環バス　横浜・北新地線の新車両の運行及び
平成ヶ浜二丁目バス停の上屋等設置

　循環バス　横浜・北新地線にて、坂 うめじろうが描かれた新しいバスでの運行を開始しま
した。ぜひご乗車ください。
　また、平成ヶ浜二丁目バス停に上屋とベンチを設置しました。
　今後も、引続き循環バスをご利用ください。

問合せ　役場都市計画課　☎820－1513

３人乗り自転車・チャイルドシート等の貸し出しをしています

３人乗り自転車
　町内に住所を有し、現在、居住してい
る方で、１歳～小学校就学前の幼児が２
人以上いる方に無料で貸し出します。
貸出期間　２か月以内

　ヘルメットを着用して、ご利用くださ
い。

チャイルドシート・ジュニアシート
　町内に住所を有し、現在、居住している方
で、新生児～おおむね10歳の子どものいる方
に、チャイルドシート及びジュニアシートを
無料で貸し出します。（帰省等で町内に一時滞
在中の場合も利用できます。）
貸出期間　３か月以内

申込方法 所定の申請書に必要事項をご記入のうえ、役場保健・福祉総合相談室にお申し込
みください。

問 合 せ　役場保健・福祉総合相談室　☎820－1550

坂うめじろう
バスに乗ってね！

ジュニアシート
おおむね４歳～10歳

チャイルドシート
新生児～４歳頃

留守家庭児童会　開設時間の延長及び保護者負担金の改定

和７年４月１日から、保護者の子育て及び就労の両立支援のため開設時間延長制度を新
設します。また、物価高騰や光熱水費の上昇などの運営費の増加が見込まれ、今後も留守家
庭児童会のサービスの充実、安定的な運営を行うために保護者負担金を改定します。
　改訂版の「坂町留守家庭児童会のしおり」に詳細を掲載していますのでご覧ください。
開設時間延長について
◯月曜日～金曜日　下校時～18時30分　※18時～18時30分の利用は別途申請が必要
◯土曜日、長期休業中等　８時～18時30分 ※８時～８時30分、18時～18時30分の利用は

別途申請が必要
申請方法 延長時間の利用を希望される場合は、「留守家庭児童会延長時間利用申請書」にご

記入いただき、必ず利用希望日までに役場３階生涯学習課または各留守家庭児童
会へ提出してください。（希望なしの場合は提出不要）

保護者負担金の改定について
・月額2,000円　→　3,000円に改定　※保護者負担金の免除制度あり
　同一世帯に属する２人以上の児童が児童会に加入する場合、２人目以降の
児童の負担金は半額となります。
問合せ　役場生涯学習課　☎820－1525

（ 和７年４月分の保護者負担金から適用）

詳しくはこちら

さつま広島坂産牡蠣を使った燻製オイル漬け鯛めし
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春の全国交通安全運動　４月６日（日）～４月15日（火）

　この運動は、交通安全思想の普及・浸透を図り、交通ルールの遵守と正しい交通マナーの
実践を習慣付けるとともに、国民自身による道路交通環境の改善に向けた取組を推進するこ
とにより、交通事故防止の徹底を図ることを目的としています。

交通事故死ゼロを目指す日　４月10日（木）
広島県交通安全年間スローガン　『てをあげて　くるまにおしらせ　ぼくはここ』

運動の重点
（１）こどもを始めとする歩行者が安全に通行できる道路交通環境の 

確保と正しい横断方法の実践
（２）歩行者優先意識の徹底と、ながら運転等の根絶やシートベルト・

チャイルドシートの適切な使用の促進
（３）自転車・特定小型原動機付自転車利用時のヘルメット着用と交通ルールの遵守の徹底

募 消防団員を募集します

入団資格
・町内に居住または通勤する18歳以上の方
・心身共に健康な方・やる気のある方
※男女ともに歓迎します！

消防団の主な活動
・火災、災害対応 ・出初式
・消防競技大会 ・各種防火、防災訓練
・応急手当の普及活動　・広報、啓発活動　など

入団方法
　役場環境防災課へお問い合わせください。入団届を提出していただきます。
問合せ　役場環境防災課　☎820－1540　 kikikanri@town.saka.lg.jp

２月の火災件数　０件（年間累計　０件）　救急件数56件（年間累計118件）

第207回ようよう坂町ウオーキング～お花見ウオーク～

と　き　４月６日（日）９時30分～11時30分（受付：９時～）
集合・解散　広島文化学園大学
コース　広島文化学園大学 → アサガミベイサイドパーク → 「世界の石」ロード →
　　　　坂中学校 → 宝海寺 → 横浜公園 → 坂中学校 → 広島文化学園大学
対　象　どなたでも（小学３年生以下は保護者同伴）
参加費　200円（保険料含む）
持参物　水筒、タオル、雨具等
申込み　広島文化学園大学 広島 坂キャンパス　☎884－1001　＊当日受付も可

桜を見ながら
みんなで歩こう！

坂駅北口駐輪場の定期使用料を改定します

　坂駅北口駐輪場の上屋設置に伴い、 和７年
５月１日（木）から坂駅北口駐輪場定期使用料
を改定します。

問合せ
駐輪場管理事務所　☎885－2472
役場都市計画課　　☎820－1513

利 用 区 分 料　金

自 転 車
１か月 1,040円
３か月 3,120円
６か月 5,230円
１　年 9,420円

原動機付自転車
大型自動二輪車
普通自動二輪車

１か月 2,090円
３か月 6,270円
６か月 10,470円
１　年 18,850円

広島広域都市圏　交流活動促進事業について

　広島広域都市圏協議会では、町内会などの地域コミュニティを担う団体が、
地域を活性化するために、他地域の団体と交流等する際に利用する公共交通等
に要する経費を補助しています。
　詳しくは、次のQRコードからご覧ください。
問合せ　役場企画財政課　☎820－1507

水産まつりチャリティバザールの義援金について

　２月16日（日）に坂町漁協水産まつりチャリティバザールを
開催し、町内外から多くの方にご来場いただき、好評の内に終
了しました。
　チャリティで集まった義援金1,036,612円は坂町社会福祉協
議会を通じ、能登半島災害義援金として寄附させていただきま
した。ご支援ご協力ありがとうございました。
問合せ　坂町漁業協同組合　☎885－0009

生ごみの“水切り”に取り組みましょう！

　家庭から出る「生ごみ」は、約80％が水分と言われています。
　水分を多く含んだごみは重くなり、悪臭やコバエ等の発生原因になり
ます。
　生ごみの“水切り”をしっかり行えば、日々のごみ出しが楽になり、ご
みステーションを綺麗に保つことに繋がります。みんなで生ごみの減量
化に取り組みましょう。
問合せ　役場環境防災課　☎820－1506
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狂犬病予防注射を実施します

　次のとおり、狂犬病予防注射を実施します。
　犬の登録は生涯に一回、狂犬病予防注射は毎年一回、受けなければなりません。
と　き ところ 時　間

５月15日
（木）

上条児童遊園地 9時20分～ 9時30分
綿打橋バス停横
（西側新木駐車場） 9時40分～ 9時50分

正原池公園下 10時00分～10時10分
保健センター前 10時20分～10時30分
新張公園 10時40分～10時50分
コミュニティーホールさか前　11時00分～11時30分
丸子踏切横 11時40分～11時50分
坂町役場（町民ひろば） 13時00分～13時20分

５月16日
（金）

鯛尾消防格納庫前 9時20分～ 9時35分
西児童遊園地横 9時45分～ 9時55分
横浜ふれあいセンター前 10時05分～10時20分
植田消防庫前 10時30分～10時40分
畝ヶ丘団地入口 10時50分～11時00分
水尻駅前 11時10分～11時20分
小屋浦公園 11時30分～11時45分
向田児童遊園地前 13時00分～13時10分
小屋浦ふれあいセンター前　 13時20分～13時30分

問合せ　役場環境防災課　☎820－1506

犬・猫の飼い主さんへ　責任をもって正しく飼いましょう

　犬・猫を飼うときは、愛情はもちろん、近所など周囲に対しての思いやりも必要です。そ
のためには、飼主としての最低限のルールやマナーを守りましょう。
●道路・公園はみんなのものです。飼い犬のフンの後始末は責任をもって行いましょう。
●生活環境を守り、他人に危害を加えたり、迷惑をかけないように配慮しましょう。
　※飼い犬が人を んだときは、けが人の治療に責任を持ち、必ず広島県動物愛護センター
（☎0848－60－8511）へ連絡してください。

●犬の放し飼いはやめ、散歩の際は必ずリードを使いましょう。
●飼い犬・飼い猫のしるしとして首輪をつけましょう。
●犬は登録をし、毎年１回狂犬病予防注射を受けましょう。
　※犬の鑑札と注射済票は必ず犬につけましょう。
●飼い猫は、室内で飼い、不妊去勢手術をしましょう。
問合せ　役場環境防災課　☎820－1506

（１）未登録の犬
新 規 登 録 手 数 料

3,000円
狂犬病予防注射実施手数料

2,550円
注射済票交付申請手数料

550円
合計　6,100円

（２）登録済の犬
狂犬病予防注射実施手数料

2,550円
注射済票交付申請手数料

550円
合計　3,100円

和７年度　固定資産税に係る縦覧等について

　縦覧帳簿による縦覧及び固定資産課税台帳の閲覧を次の日程で実施します。

《縦覧帳簿による縦覧》固定資産税の納税者が「自己の土地や家屋の評価額」と「町内の他
の土地や家屋の評価額」とを比較できます。

内　容 ・土地価格等縦覧帳簿　課税対象土地の所在、地番、地目、地積、価格
　　　　・家屋価格等縦覧帳簿　課税対象家屋の所在、家屋番号、種類、構造、床面積、価格
※所有者の情報や税額等は、縦覧の対象には含まれません。また、複写の交付もできません。
対　象 ・土地価格等縦覧帳簿　町内に土地を所有し課税されている方
　　　　・家屋価格等縦覧帳簿　町内に家屋を所有し課税されている方
期　間　４月１日（火）～４月30日（水）（平日及び土曜開庁日）
　　　　【平　日】８時30分～17時30分【土曜開庁日】８時30分～12時30分（第２・第４土曜日）
ところ　役場１階税務住民課　　　　　　　手数料　無料
◆縦覧に必要なもの
・マイナンバーカード、運転免許証等（本人確認できるもの）
・納税通知書、課税明細書　・代理人の場合は委任状

《固定資産課税台帳の閲覧》自己の資産が確認できるほか、借地・借家人や権利関係人も、
対象資産を限定して閲覧できます。

期　間　通年（平日及び土曜開庁日）
　　　　【平　日】８時30分～17時30分【土曜開庁日】８時30分～12時30分（第２・第４土曜日）
ところ　役場１階税務住民課
手数料　４月１日（火）～４月30日（水）は無料（期間外は１通300円）
◆閲覧に必要なもの
・マイナンバーカード、運転免許証等（本人確認できるもの）　・代理人の場合は委任状
・借地・借家人の場合は借地、借家の契約書や権利関係を証する書面

その他 ４月上旬に送付する納税通知書に固定資産の価格等を明記した課税明細書を添付
しています。自己資産の課税内容については、この明細書で確認できます。

問合せ　役場税務住民課　☎820－1503

軽自動車税（種別割）の減免

　障害者手帳等の交付を受けている方が所有
する軽自動車など、一定の要件に該当する場
合には、申請により軽自動車税（種別割）が
減免されます。４月23日（水）までに申請
してください。
問合せ　役場税務住民課　☎820－1503

坂町教育委員会会議の
傍聴について

　教育委員会会議は、毎月、定期的に開催し
ています。また、必要に応じて臨時に開催す
る場合もあります。
　会議の開催日時及び場所については、坂町
掲示場へ告示しています。なお、傍聴を希望
される方は、お問い合わせください。
問合せ　役場学校教育課　☎820－1524
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お知らせお知らせお知らせお知らせ

ブロック塀等安全確保事業補助金制度がはじまりました

　地震発生時におけるブロック塀等の倒壊による通行人への被害の防止や避難経路の確保を
図るため、避難路沿道等に面するブロック塀等の除却およびフェンス等への建て替え工事を
行う住民に対し、工事費の一部を補助する制度がはじまりました。

対象
ブロック塀

次のすべてに該当するブロック塀等
　・補強コンクリートブロックの塀、れんが、石を積み上げてできた塀
　・道路面からの高さが0.6mを超えるもの
　・道路等（緊急輸送道路、避難路または町内の小中学校の通学路のうち、
国、地方公共団体その他公的機関が管理するもの）に面するもの

　・安全基準に適合しないなど危険であるもの

対象工事 　・ブロック塀等の除却工事
　・除却したブロック塀等に代わる軽量フェンス等を新設する建替工事

補助内容

除却工事 除却に要する費用※の2/3［上限額15万円］

建替工事 除却および新設に要する費用※の2/3［上限額30万円］
（除却および新設それぞれにつき上限額15万円、合計30万円）

※除却及び新設に要する費用は、それぞれ補助対象ブロック塀等の延長１ｍ
につき８万円を乗じた額を上限とします。

申請期限 11月28日（金）まで
※申請総額が予算額を超過する場合は、申請締切前でも募集を終了します。

手続きの流れ（申請者が行う手続きは①～⑤）

※工事の契約前に、補助金交付申請が必要です。（先に契約されたものは、補助の対象外となります。）
　詳しくは、坂町ホームページをご覧ください。
問合せ　役場都市計画課　☎820－1513

①
事
前
相
談

②
交
付
申
請

③
契
約・工
事
着
手

④
実
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報
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補
助
金
の
請
求

審
査
・
交
付
決
定

工
事
完
了

補
助
金
額
確
定

補
助
金
支
払
い

防災行政無線戸別受信機を貸与します

　災害時等の緊急放送や町からのお知らせ等、町内放送を家の中でも聞くことができる「戸
別受信機」の無償貸与を行っています。また、設置しても電波が入りづらい・聞こえづらい
世帯は役場環境防災課までご連絡ください。
受付・受渡し（※認印が必要です）
・役場２階環境防災課　　・小屋浦ふれあいセンター（亀石・小屋浦地区の方）
電池交換について
　現在貸与中の戸別受信機は、停電時でも重要な情報を伝達できるように乾電池を内蔵して
いますが、数か月に一度は電池の状態（サビ・液漏れ）を確認してください。また、通常時
でも乾電池は消耗していきますので、１年に１回は電池交換をしてください。
問合せ　役場環境防災課　☎820－1540

木造住宅の耐震診断・耐震化に関する補助制度があります

　地震時の木造住宅の倒壊等による被害の軽減を図り、安全・安心なまちづくりを推進する
ことを目的として、次の補助制度があります。

補助
金名 木造住宅耐震診断補助事業 木造住宅耐震化促進支援事業

内容
木造住宅の耐震診断費用の一部を補助
※坂町に登録した木造住宅耐震診断資格者
が実施する一般診断法に限ります。

木造住宅の耐震性を向上させる工事（改修・建替
え・除却）の費用の一部を補助

対象
住宅

次のすべての要件を満たすもの。
・昭和56年５月31日以前に建てら
れた木造２階建て以下の住宅であ
ること
・現在、居住されているもの
・木造在来軸組構法により建築され
たもの（ツーバイフォー工法、プレハ
ブ工法は対象外）

次のすべての要件を満たすもの。
・昭和56年５月31日以前に着工された一戸建て
木造住宅であること
・現に居住の用に供するもの（販売目的は不可）
・耐震診断の結果、耐震基準を満たしていないも
の
・坂町が支援する空き家改修等支援事業などの交
付を受けていないこと

対象者 坂町在住の補助対象住宅の所有者または、補助対象建築物にお住まいの方（町税等の滞納がある方は対象外）

補助
金額

耐震診断に要する経費の
３分の２以内の額
（上限２万円）

耐震改修
補助対象工事費の80％かつ、100万
円を限度
※市街化区域外にある住宅は50万円を限度

現地建替え
補助対象工事費の80％かつ、100万
円を限度
※市街化区域内にある住宅に限る

非現地建替え
除却工事に要する費用のうち、補助
対象額の23％かつ83.8万円を限度
※新たに建築する住宅は市街化区域内に限る

除却
除却工事に要する費用のうち、補助
対象額の23％かつ83.8万円を限度
※除却後は坂町内にある耐震性を有する住
宅等に居住すること

留意
事項

耐震診断前または工事前に、補助金の交付申請が必要となります。
（先に契約されたものは補助の対象外となります）

申請
期限 11月28日（金）まで ※申請総額が予算額を超過する場合は、申請締切前でも募集を終了します。

　詳しくは、坂町ホームページをご覧ください。
問合せ　役場都市計画課　☎820－1513

木造住宅耐震化促進支援事業木造住宅耐震診断補助事業
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電話番号表電話番号表

坂町役場電話番号表（ 和７年４月１日現在）

【新設】
デジタル
改革推進室

人口減少社会への対応として、町民視点での行財政のあり方を
見直し、デジタルとアナログの併用により、町民サービス等の
維持・強化と地域の活性化を図り、社会変革を実現するため、
『デジタル改革推進室』を開設します。

問合せ（夜間・休日を含む）　☎820－1500　FAX820－1522
階 部課名 電話番号 主　な　仕　事 メールアドレス

１
階

出　納　室 820－1501 現金・有価証券の出納保管 suitou@town.saka.lg.jp

〔総務部〕
税務住民課

820－1502 戸籍、住民票、印鑑登録・証明、一般旅券、国民年金、住居表示、マイナンバー jyumin@town.saka.lg.jp

820－1503 町税・国民健康保険税・介護保険料・後期高者医療保険料の賦課徴収、税関係諸証明 zeimu@town.saka.lg.jp

〔民生部〕
保険健康課 820－1504

介護保険、国民健康保険、健康診査、後期高
者医療、母子保健、高 者福祉、予防接種、原
爆被害者対策、保健センターの運営

kenkou@town.saka.lg.jp

〔民生部〕
民　生　課 820－1505

社会福祉、人権対策、児童福祉、児童手当、保
育園・認定こども園、障害者福祉、児童遊園地、
母子父子福祉、児童扶養手当、生活保護

minsei@town.saka.lg.jp
福祉事務所
〔民生部〕
保健・福祉総合相談室 820－1550

生活困窮、高 、障害、児童等に関する保健・
福祉の総合相談 soudan@town.saka.lg.jp

２
階

〔民生部〕
環境防災課 820－1506 公衆衛生、公害対策、廃棄物対策、狂犬病予防 bousai@town.saka.lg.jp
危機管理室 820－1540 消防、防災、防犯、交通安全 kikikanri@town.saka.lg.jp
〔総務部〕
企画財政課 820－1507 行政の企画調整、広報・広聴、統計、定住促進、農林水産、商工、観光、財政、予算、入札、契約 kikaku@town.saka.lg.jp
空き家活用支援窓口 820－1520 空き家の利活用
消費生活相談 820－1535 消費生活相談 sangyo@town.saka.lg.jp
〔総務部〕
総　務　課 820－1510 庶務、職員人事、研修、情報処理、選挙管理委員会 soumu@town.saka.lg.jp
〔総務部〕
デジタル改革推進室 573－2112 自治体DX、地域DX、情報人材の育成 dx-office@town.saka.lg.jp

３
階

〔建設部〕
建設課 820－1512 道路・橋梁新設維持管理、災害復旧工事、町営・町有住宅、道水路境界確認 sanken@town.saka.lg.jp
県道推進室 820－1536 県道の推進・整備 kendou@town.saka.lg.jp
〔建設部〕
都市計画課 820－1513

都市計画、都市公園、開発行為の調整、空き家
対策、公共下水道事業、循環バス、駐輪場、屋
外広告物

tokei@town.saka.lg.jp

学校教育課 820－1524 学校施設の維持管理、児童生徒の就学、転入転学、学校給食、就学援助 gakukou@town.saka.lg.jp

生涯学習課 820－1525 社会教育、文化財保護、スポーツ振興、海洋センター、シモハナ Hall等の管理運営 syougai@town.saka.lg.jp

４
階

議　　　会
議会事務局
監査事務局

820－1514 議案審議、議会広報、議会への請願・陳情、　　　　　　　　　　　　　　　　監査事務 gikai@town.saka.lg.jp

町民センター 820－1515 生涯学習・芸術・文化活動の振興、芸術・文化関係団体の育成、国際交流事業 cyoumin@town.saka.lg.jp

出先機関等
坂小学校 885－0002 横浜ふれあいセンター

（横浜出張所） 885－0014 保健センター 885－3131
横浜小学校 885－0015 坂町社会福祉協議会 885－2611小屋浦ふれあいセンター

（小屋浦出張所） 886－8003小屋浦小学校 886－8001 坂町地域包括支援センター 885－3701
坂中学校 885－0004 コミュニティーホールさか

（施設利用に関する問合せ）885－0042
たいびエコセンター 885－1018

坂公民館 885－0042 テレホンサービス
告別式・葬儀、定時
放送のお知らせ

884－2500坂町立図書館 886－3280 給食センター 885－0214
海洋センター 884－2525 シモハナ Hall 885－5321

と　き ところ 申込み・問合せ

保健・福祉の相談 平日９時～17時
第２・４（土）８時30分～12時30分

役場１階　
相談予約はこちら→

保健・福祉総合相談室
☎820－1550

消費生活相談 毎週木曜日
９時～16時 役場２階　企画財政課 役場消費生活相談窓口

☎820－1535
弁護士による
無料法律相談
要予約

４月21日（月）
９時30分～12時30分

平成ヶ浜福祉センター
担当 いちじょう法律事務所

坂町社会福祉協議会
☎885－2611

相 その悩み相談してみませんか

お知らせ・相談お知らせ・相談

消費生活相談員に相談してみませんか？
　坂町では、消費生活に関する相談を受け付けています。専門的な知識と経験を持つ、
消費生活相談員が相談に応じますので、お困りの方は、お気軽にご相談ください。

相談・問合せ　坂町消費生活相談窓口（役場２階企画財政課）☎820－1535
　　　　　　　毎週木曜日　９時～16時（12時～13時は休み）
※上記相談日以外は、広島県生活センター（☎223－6111）や、消費者庁消費者ホッ
トライン（☎188）にご相談ください。
※契約書・パンフレット等があれば、あらかじめご持参ください。

消費生活相談員の木
こ

場
ば

です。
消費生活アドバイザー・消費生活専門相談員の資格を活かし、
相談者の方の不安が解決されるようお手伝いします。
お気軽にお問い合わせください。

和７年
４月から

坂町
ホームページ

坂町介護保険だより

　高 者施設への入所には、ご本人またはご家族等からの申し込みが必要です。
　入所の順番については、申し込み順に加え、施設によって定められた基準（本人の介
護度、支援者の状況、生活環境等）で点数化され、入所の順番が決められています。
　なお、申し込みをされた時点からご本人の介護度や支援者の状況、生活環境等に変化
があった場合は、申し込み先施設へご連絡ください。

問合せ　役場保険健康課　☎820－1504

※入所の順番は、次の①と②を検討した上で決定します。
　　①申し込みの順番
　　②本人の状況・状態（介護度、支援者の状況、生活環境等）

高 者施設（特別養護老人ホーム等）入所について
～申し込みを検討されている皆様へ～
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坂町ホームページに
スポーツの結果を掲載中！

消防庁長官表彰受章
　坂町消防団幹部としての永年の功労に対し消防庁長官より、坂
町消防団 分団長 車地 孝幸 氏に永年勤続功労章が授与されまし
た。

コミュニティスポーツ大会
　３月16日（日）に第37回コミュニティスポーツ大会が開催されました。
ビーチボールバレー
27チーム（135人）
女子の部
１位　ナチュラル（Ｂ）
男女混合の部
１位　のま

ペタンク
32チーム（96人）
１位　清盛　加瀬

グラウンドゴルフ、
ゲートボールは
雨天のため、中止
となりました。

坂町駅伝競走大会
　３月16日（日）に第54回坂町駅伝競走大会が開催され、27チーム148人が参加しました。
一般の部（５区間11㎞）
１位　坂町を心から
　　　愛しましょーね

中学生の部（５区間11㎞）
１位　坂中学校Ａ

小学生の部（５区間6.5㎞）
１位　坂ジュニア陸上男子Ａ

寄附の受納
　トヨタモビリティパーツ株
式会社　広島支社様（平成ヶ
浜五丁目）から、子育て世帯
への貸出し用として、電動ア
シスト付３人乗り自転車２台
を寄贈していただきました。
　有効活用させていただきま
す。

▲左から　吉田町長、今井支社長

「子ども司書」認証式
　２月22日（土）、広島県民文化センターで「子ども司書」認証式が行われ、坂小学校５年
生の６名が「子ども司書」に認定されました。
　広島県では、読書が好きな小学校の４～６年生を対象に、「子ども司書」養成講座を実施し
ています。この講座は、公立図書館や学校での研修などを通して、子供の読書活動を推進す
るリーダーを養成する取組で、一定の
基準を満たした児童が、広島県教育委
員会から認証されます。
　６名の児童は、坂町「子ども司書」
養成講座を受講した後、学校や町立図
書館で読書活動を推進する活動を行っ
てきました。読書のリーダーとして活
躍を期待しています。

※学年は、３月時点のものです。
▲後列左から　田村 克貴さん、三浦 祐葵さん、安藤 さくらさん
　前列左から　中本 すみれさん、畠田 翠萌さん、千崎 里維さん

「ほほえみタウン坂」見学会を行います
　「ほほえみタウン坂」は開所して半年を迎えました。
　次の日程で見学会を行います。災害時の一時避難場所及び
福祉避難所となる建物の見学や現状の取り組みの説明、天然
酵母パン等の販売を行います。ぜひお越しください。
と　き　４月26日（土）13時30分～16時
内　容　・施設見学、活動内容が分かるスライドショー
　　　　・療育や作業の体験、利用相談、こどもの発達相談
　　　　・社会福祉法人つつじの関連施設で作った商品等の

販売
※車でお越しの方は、臨時駐車場（植田丘公園）をご利用く
ださい。
問合せ　社会福祉法人つつじほほえみタウン坂
　　　　坂町植田四丁目３番28号
　　　　☎847－2808

いちじくと
くるみパン

くるみパンリュスティック

坂町公式LINEでスポーツの結果を受け取りたい方は
受信設定 欲しい情報で「 スポーツの結果」を選択してください。

高陽VERDURE杯
　３月２日（日）に広島経済大
学石田記念体育館で第５回高陽
VERDURE杯が開催され、GLORY
坂バレーボール女子チームが優勝
しました。
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康健康健
身体を動かして、心も身体もリフレッシュしませんか？
運動して、いくつになっても元気な体を保ちましょう！
　１回だけのお試し参加、見学のみの参加も大歓迎です。
　筋力アップ教室、ソナエル健康塾、ツヅケル健康道場ともに参加
無料です。

筋力アップ教室　

　主に椅子にすわって運動します。
　ストレッチで身体をほぐした後、音楽に乗ってリズム体操を
行います。参加をご希望の方は、前日までに保健センターへお
申し込みください。

ところ・時間 和７年 和８年
５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

横浜ふれあいセンター
９時30分～11時30分

13日 3 日 1 日 2 日 7 日 4 日 2 日 6 日 3 日 3 日
町民センター
13時～15時

小屋浦ふれあいセンター
13時30分～15時30分 23日 27日 25日 26日 24日 28日 19日 23日 27日 27日

ソナエル健康塾　
（生活習慣を改善したい方、旧100万歩歩いて元気になろう会に参加して４年目以内の方対象）

　 生活改善のため、正しい知識を「備えて」、筋力・体力をつ
けましょう！
　音楽に合わせて、いろいろな動きを楽しみながら運動します。
　終わった後には心地よい疲労感と満足感があるはずです。
　参加を希望される方は、前日までに保健センターへお申し込
みください。
（旧教室に５年以上参加されている方は、「ツヅケル健康道場」
に移行になります）

和７年 和８年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
24日 8 日

22日
12日★
26日

10日
24日

21日
28日

11日 9 日 13日
27日

11日★
25日

8 日
22日

12日
26日

12日

★マークのある日は、栄養士による栄養指導、食事の試食があります。

　　　　 9 時30分～11時30分　 横浜ふれあいセンター
　　　　13時00分～15時00分　 町民センター火曜日

　　　　13時30分～15時30分　 小屋浦ふれあいセンター金曜日

　　　　 9 時30分～11時30分　 町民センター２階　大ホール木曜日

ツヅケル健康道場　
（旧100万歩歩いて元気になろう会に５年以上参加の方対象）

　旧100万歩歩いて元気になろう会に５年以上参加されている方を対象に実施します。
　音楽に合わせた運動を通じて、楽しく「よい生活習慣・運動習慣」を継続していきましょう！

和７年 和８年
４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

9 日 21日
28日

11日
25日

2 日 10日
24日

15日
29日

5 日
19日

10日
24日

7 日
21日

4 日
18日

4 日
18日

※10月29日（水）は、アセンブリーホールで実施します。

申込み・問合せ　保健センター　☎885－3131

　　　　 9 時30分～11時30分　 町民センター２階　大ホール水曜日

参加者
募集

火曜日

水曜日

金曜日

木曜日

自分に合った
講座に参加
してみてね！

認知症サポートカフェ～認知症の方にやさしいひととき～
坂うめじろうカフェ

　認知症の方や介護をされている方、認知症に関心のある方が集まって語り合える場
所です。悩み事を共有して、介護のヒントやアドバイスをもらったり、経験談をきい
て自分の生活に役立てたり…。ホッと一息つける場所です。認知症についてお話して
みませんか。
と　き　４月23日（水）14時～15時
ところ　フジグラン安芸　１階フードコート内
参加費　無料
問合せ　居宅介護支援事業所　さいせい　☎820－1780
　　　　坂町地域包括支援センター　☎885－3701

筋力アップ教室
ソナエル
健康塾

ツヅケル
健康道場

運動量小 大

　～年間スケジュール～

と　き　６月25日（水）、８月27日（水）、10月22日（水）、12月24日（水）、
　　　　 和８年２月25日（水）
時　間　14時～15時
ところ　フジグラン安芸　１階フードコート

参加
無料
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保 険 健 康 だ よ り保 険 健 康 だ よ り食育だより

講座名 と　き ところ 内　容

ツヅケル健康道場 ４月９日（水）
９時30分～11時30分

町民センター
 持参物 タオル、バスタオル、お茶、

筆記用具、体操マット

ソナエル健康塾 ４月24日（木）
９時30分～11時30分

町民センター

 持参物 タオル、バスタオル、お茶、
筆記用具、体操マット

申込締切 初めて参加される方は開催
日の前日

母親学級
要申込

４月10日（木）
14時～15時30分

保健センター

 内　容  沐浴実習
 持参物  手拭きのタオル

４月17日（木）
14時～15時30分

 内　容  丈夫な歯を作ろう
　　　　妊娠中の栄養について
＊希望者は、終了後、なかよしハウ
スの見学に参加できます。

４月24日（木）
14時～15時30分

 内　容  安産体操・呼吸法
 持参物 運動のできる服装

さかっ子ひろば
（育児相談・

歯科相談）

４月11日（金）
13時15分～13時55分受付 保健センター

 内　容  計測、健康相談、栄養相談
 対　象  ０～８か月の赤ちゃん

４月14日（月）
13時15分～13時55分受付 保健センター

 内　容 計測、健康相談、栄養相談、
歯科相談

 対　象  ９～12か月の赤ちゃん

１歳６か月児健診 ４月23日（水）午後
個別にお知らせします シモハナ Hall 和５年８月20日～10月22日生ま

れの子

もぐもぐ教室
要申込

４月16日（水）
10時～11時30分 保健センター 離乳食講習会和６年９月生まれの子

ごっくん教室
要申込

４月24日（木）
10時～11時30分 保健センター 離乳食講習会和６年12月生まれの子

こども教室
要申込

４月21日（月）
９時30分～12時 保健センター

こどもの発達や関わり方について、
専門のコーディネーターが、遊びを
通じてアドバイスします。

※ソナエル健康塾、ツヅケル健康道場は運動ができる服装、靴で参加してください。

100万歩歩いて元気になろう会　５年目以降の方

100万歩歩いて元気になろう会　４年目以内の方

　今年度から、「ツヅケル健康道場」「ソナエル健康塾」が新しく始まります。
　「ツヅケル健康道場」は100万歩歩いて元気になろう会に参加されて５年目以降の方、「ソ
ナエル健康塾」は100万歩歩いて元気になろう会に参加されて４年目までの方、新しく始め
たい方が対象です。

◎申込み・問合せ　保健センター　☎885－3131

りりりりり

食育だより
　４月は「始まり」や「変化」の季節。新生活でストレスを感じることが多くなる時です。
ストレスに負けないために「生活リズムを整える」「栄養バランスのよい食事をとる」「休養
をとる」を心がけましょう。

　お弁当にぴったりなかわいらしいおにぎりを紹介します。ぜひ作ってみてください。

４月の食生活改善推進員による健康料理教室
テーマ　「痛感！食べ力の大切さ」
～ひとりごはんの楽しみ、変わりおにぎり～

≪献立≫
・切干大根とねぎのおにぎり　・梅とわかめの粉山椒おにぎり
・ほたてと新生姜のおにぎり　・パセリとチーズのおにぎり
・たまご焼き　　　　　・セロリのサラダ
・さば缶とたけのこのみそ汁
持参物　エプロン、三角巾、米75g、ハンドタオル
対　象　どなたでも
申込み ３日前（土、日を除く）までに、各会

場へお申込みください。
問合せ　保健センター　☎885－3131

とき ところ
４月17日（木）
10時～13時

小屋浦ふれあいセンター　
申込み　☎886－8003

４月22日（火）
10時～13時

横浜ふれあいセンター
申込み　☎885－0014

４月25日（金）
10時～12時

保健センター
申込み　☎885－3131

お弁当作りのポイント
・一食に必要なエネルギー量が入るお弁当箱を選ぶ。
　お弁当箱の容量（ml）＝そのお弁当箱に入るエネルギー量（kcal）です。
・白・赤・黄・緑・茶の５色を心がける。
・栄養バランスのとれた主食と副菜と主菜の比率は、３：２：１。
・調理前はしっかり手洗いをする。
・食材は中心まで十分加熱をする。
・水気や汁気はしっかり切る。
・しっかり ましてから詰める。
・ミニトマトやフルーツのヘタはとる。

⎫
｜
｜
⎬
｜
｜
⎭

食
中
毒
予
防

☆赤しそふりかけとチーズのおにぎり
　青菜ふりかけとじゃこのおにぎり

＜下準備＞
ベビーチーズ：左図のように12等分に
　　　　　　　切り分ける。
＜作り方＞
① ごはんを半分に分け、一つは赤しそふりか
けとベビーチーズ、もう一つに青菜ふりか
けとちりめんじゃこと白いりごまを混ぜる。

② ①をそれぞれお好みの形に握る。

米１合（150g）でおよそ
330gのごはんが炊けま
す。一回の食事で、成人男性
200～300g、成人女性150
～200gのごはんを食べる
ようにしましょう。ごはんに
チーズ、意外と合いますよ。

材料 ４人分
ごはん

赤しそふりかけ
ベビーチーズ
青菜ふりかけ
ちりめんじゃこ
白いりごま

２合（600g）
小さじ２
２個
小さじ２
小さじ２
小さじ２

一人分259kcal　塩分1.1g

⎡
｜
⎣
⎡
｜
｜
｜
⎣

毎月19日は「食育の日」！
４月19日は家族一緒にご飯
を食べよう。

副菜②
（赤、黄、緑）
野菜、きのこ、
海藻など。

主菜①
肉、魚、卵など主食③

ごはん、
パン、
麺類など
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康健康健

　定期的な「運動」をしていない理由として、「運動するより他の事をしたい」「時間的・心
理的余裕がない」などが考えられます。このように思う日常を振り返ると、人間関係を優先
し、自分の体を大切にできていない場面が思い浮かんだりしませんか？
　自分が健康でないと、経済的な豊かさや快適な人間関係・心の充実感などを十分に楽しむ
ことができません。年度始めに自分の体を大切にできているか、振り返ってみるのもよいで

しょう。そんな、生活の基礎となる健康を維持するには、座
りっぱなしの時間ができるだけ長く（１日８時間以上）なら
ないよう、１日合計60分以上を目安に体を動かすことが推
奨されています。まずは、座りっぱなしを中断し、今よりも
「10分」体を動かす時間を増やしてみましょう。
　１日60分以上の身体活動は、歩数成人8,000歩／日、高
者6,000歩／日です。
　日頃の歩数が上記に該当する場合は、現状維持をしていき
ましょう。

坂町ではさまざまな運動教室の開催や、気軽にできる運動の発信をしています！
教室名 備　考

ソナエル健康塾
広報さか４月号30～31ページをご覧ください。ツヅケル健康道場

筋力アップ教室
元気いきいき教室 広報さか５月号で詳しくお知らせします。

ようよう坂町体操 ３分程度の運動動画を坂町ホームページに
掲載中です。

問合せ　役場保険健康課　☎820－1504

運動動画はこちら

参考：成人版　アクティブガイド～健康づくりのための身体活動・運動ガイド2023～

TVやユーチューブ
を見ながら
ストレッチや
筋トレ

自転車通勤階段を使うランチを兼ね
歩く階段を使う自転車通勤生活活動

ウオーキング休憩中に
軽く運動ラジオ体操運動

歩く動線を変えながら、
歩数を増やす

トイレに行く回数を
増やし歩く

座りっぱなし
を中断

朝 昼 夜

みなさんは何ができそうですか？

日常生活のなかで、合理的に体を動かす事を考えてみましょう。

＜令和６年度の結果発表＞ （敬称略・順不同）

みんなでウオーキン
グ 参加者募集中！

　ウオーキングは誰でも手軽に行える「運動」です。たくさん歩く必要はあり
ません！生活に合わせた無理のないペースで、継続して歩くことが大切です。
　あなたもウオーキングをはじめてみませんか？

『みんなでウオーキング』
●毎月１日をスタートとします。なお、記録があればさかのぼってスタートすることも
できます。
●目標歩数が設定してありますので、期間中の目標歩数を達成した月の数をカウントします。
●達成した月の合計数に応じて景品のプレゼントがあります。

＜開催期間＞
和７年５月～ 和８年２月までの10か月間
＜目標歩数＞
１か月の総歩数を31日（または30日）で割った数が
◎69歳以下の方の場合：8,000歩以上
◎70歳以上の方の場合：6,000歩以上

※目標歩数は、
　「筋力・骨量を維持できる歩数」
　を設定しています。

　毎日、自分がどれくらい動いているのか、知っていますか？
意外と家事などで動いていたり、逆に動いていなかったり…。
歩数計をつけて初めてわかることがあるはずです！
ぜひこの機会に「自分の運動習慣」を知りましょう。
みんなでウオーキングへのご参加、お待ちしています！

期間中の10か月、全ての月で
目標歩数を達成

10か月の期間中、
目標歩数を達成した月が７か月

10か月の期間中、目標歩数を達成した月が３か月

参加

参加者
募集！

問合せ・申込み　役場保険健康課　☎820－1504

３か月達成した方

斉藤

その他参加して
くださった方

英さん

７か月達成した方

夕陽のウオーカー 正村　秋子
のぶちゃん NSI
ひでちゃん

10か月達成した方

みっちゃん 正村　達
垰本　修 折口　昭彦
なかよし 戸花　利秋
ガムちゃん 姫宮　雅一

64歳以下の方へ「歩数計」を３か月間、貸し出します！（先着10名）
まずは自分の歩数を知ることから始めませんか？

ガム

64歳

～１に運動　２に食事
よい習慣で健康生活～

～今の自分に合う運動とは～
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康健康健
坂町の健康診査・がん検診がより受けやすくなりました！

あなたの生活に合わせた受け方ができます

１日で済ませたいあなたへ
①町民センターでの健康診査
➡基本健診／特定健診・がん検診が１日で終わります。
　移動の手間なく、らくらく受診！

②済生会広島病院健康管理センターでの健康診査　NEW!
➡基本健診／特定健診・がん検診が１日で終わります。
　町民センターでの健診では日程が合わない方にもおすすめ！

自分の都合に合う場所で受けたいあなたへ
①個別がん検診（胃がん（胃内視鏡検査）、乳がん、子宮頸がん）
➡今年度から、広島市医師会に乳がん・子宮頸がんを委託し、選択できる 
医療機関が増えました。
　通勤・通学のついでに、行きやすい医療機関で受診してみませんか。

②特定健康診査
➡坂町国民健康保険に加入している40歳から74歳の方には特定健診受診券（オレ
ンジ色）が６月中旬頃に届きます。
　かかりつけの病院や、自分の予定に合わせた日時で受診ができます。

問合せ　役場保険健康課　☎820－1504

変更のポイント
◎65歳以上の基本健診・がん検診　無料！
　※一部有料のものもあります。詳しくは、
広報さか５月号で配布する健診のパンフ
レットをご覧ください。

◎64歳以下も３割負担から２割負担へ！
◎受診できる医療機関が増えました！

　料金や申込方法、受診場所などの
詳細については、坂町ホームページ
をご覧ください。

　広報さか５月号で、健診のパンフ
レットを配布します。あわせてご覧
ください！

る 

和７年度から
帯状疱疹ワクチンの定期接種を実施します

≪対象≫
①年度内に65歳を迎える方
② 和７年度から５年間の経過措置として、その年度に70、75、80、85、90、
95、100歳になる方
③60～64歳でヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能の障害があり、日常生活がほと
んど不可能な方
　注） 和７年度に限り、100歳以上の方は全員対象

≪ワクチンを接種する費用と方法≫
自己負担金
　組換えワクチンの場合（２回接種）：１回　6,600円
　生ワクチンの場合　　 （１回接種）：１回　2,600円
◎坂町の予防接種券が使用できる県内の医療機関へ必要書類を持参し、接種してください。
　（医療機関によっては予約が必要です。）

対象者には坂町から案内通知を４月中旬までに送付します。
対象者は年度によって異なるため、接種の機会を逃さないようにご注意ください。

帯状疱疹は、
痛みを伴う皮膚の病気です

■帯状疱疹は、水痘帯状疱疹ウイルス
が再活性化することにより、神経に
沿って、痛みを伴う水疱（みずぶく
れ）が現れる皮膚の病気です。
■合併症の一つに、皮膚の症状が治っ
た後にも痛みが残ることがあり、日
常生活に支障をきたすこともありま
す。

帯状疱疹ワクチンについて
もっと詳しく知りたい方は
こちら➡
（厚生労働省ホームページ）

問合せ　役場保険健康課　☎820－1504

ワクチンの種類については
右下の枠内をご覧ください。

帯状疱疹ワクチンの種類について
■接種方法や、効果とその持続期間、副反応
などの特徴が異なっていますが、いずれの
ワクチンも、帯状疱疹やその合併症に対す
る予防効果が認められています。

組換えワクチン 生ワクチン
接種方法 筋肉内に接種 皮下に接種

接種回数と
間隔

２回
 ２か月以上の ※
 間隔をあける　

１回

接種条件
免疫の状態に
かかわらず接種
可能

病気や治療に
よって免疫の
低下している
方は、接種で
きません。

※病気や治療により、免疫の機能が低下した、
または低下する可能性のある方などは、医
師が早期の接種が必要と判断した場合、間
隔を１か月まで短縮できます。

⎛
⎝

⎛
⎝
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～子育て中のご家庭の皆様へ～　病児・病後児保育について
■病児・病後児保育とは
　お子さんが病気にかかっていたり、回復期にあっ
て、安静にする必要があることなどから保育所等に
預けることができず、保護者の方が仕事等のため、
家庭で保育ができない場合、一時的にそのお子さん
を病児保育室でお預かりするものです。
■利用内容

内容

対象

次のいずれにも該当する児童
（１）当面病状の急変は認められないが、病気が回復していない（回復期も含む）

生後６か月から小学校６年生までの児童
（２）勤務等の都合で家庭での保育が困難であり、かつ、町内及び協定締結市町在

住の保護者の児童　
（３）かかりつけ医師等（診療情報提供書）の許可のあるもの

定員 １日につき３人
利用時間 月～金曜日の９時～17時（祝日及び12月29日～翌年１月３日を除く）時間は相談に応じて、８時～18時まで可。
利用方法 ・・事前に登録が必要。（役場民生課または各保育園・こども園で受付）・・利用する際は施設に連絡をしてください。

利用料金

・ ・初回利用時に登録料1,000円を病児保育室へお支払いください。（初回登録時のみ必要）
・利 用 料　①５時間まで　1,500円　　②５時間以上　2,000円
・延長料金　30分につき　　 100円
※生活保護世帯または町民税非課税世帯には減免があります。該当世帯の方は、
登録時に役場民生課にご相談ください。

・・昼食・おやつ代　500円
問合せ　役場民生課　☎820－1505　 minsei@town.saka.lg.jp

入 居 者 募 集 ！
　次の住宅で入居者を募集しています。（３月20日現在）役場３階建設課に申込書、
入居世帯の情報が分かる書類を提出してください。詳細はお問い合わせください。
いずれの住宅もペット不可です。
※生活する上で支障が生じる箇所のみ修繕を実施しています。

問合せ　役場建設課　☎820－1512
住宅名 町営平成ヶ浜住宅　３号館
住宅種別 特定公共賃貸住宅（子育て世帯向け定期借家）
構造等 鉄筋コンクリート造10階建（平成22年度建設）
戸数・間取り等 701号室　3LDK／約73㎡ 住宅使用料 54,000円～79,600円（収入階層による）
申込期間 ４月３日～４月17日 入居可能時期 ５月中旬以降
選定方法 入居申込者が募集戸数を超える場合は、公開抽選により決定します。
所在地 平成ヶ浜二丁目２番 駐車場使用料 3,000円　※１世帯１台に限る。 

団地外の近接場所となる場合あり。

入居資格

１．同居しようとする親族に中学校就学中までの児童があること。（妊娠中を含む）
２．納付すべき税等を滞納していないこと。
３．収入が基準以内であること。（入居者全員の政 月収が158,001円から
259,000円の範囲内。ただし、158,000円以下であっても、今後所得の増
加が見込まれる場合は申込可能。）

４．入居申込者及び同居者が暴力団員でないこと。

その他
平成ヶ浜住宅には認定こども園が併設されています。平成ヶ浜住宅に入居され
る方で、入園条件に該当する場合には、優先的に入園することができます。こ
ども園に関することは、役場民生課（☎820－1505）にお問い合わせください。

住宅名 小屋浦一丁目住宅 ベイシティー坂
住宅種別 公営住宅
構造等 鉄骨造３階建　（ 和元年度建設） 鉄骨鉄筋コンクリート造14階建（平成９年度建設）
間取り等　 103号室　2DK／48㎡ 604号室　3LDK／79㎡
住宅使用料 17,900円～26,700円（収入階層による）31,800円～47,400円（収入階層による）
申込期間 ４月３日～４月17日
入居可能時期 ５月中旬以降
選定方法 入居申込者が募集戸数を超える場合は、公開抽選により決定します。
所在地 小屋浦一丁目７番９号 北新地二丁目３番９号
駐車場使用料 2,000円　※１世帯１台に限る 5,100円　※１世帯１台に限る

入居資格

１．同居親族があること。（婚約者を含む）
２．入居者もしくは同居者が坂町出身者（その親または祖父母のいずれかが坂
町出身者である場合を含む）または町内に一定期間住所もしくは勤務地を
有する者。（※住所の一定期間は１年以上、勤務地の一定期間は２年以上）

３．納付すべき税等を滞納していないこと。
４．収入が基準以内であること。（入居者全員の政 月収が158,000円以内）
５．入居申込者及び同居者が暴力団員ではないこと。

詳しくは
こちら

住まい住まい

慰霊巡拝の実施について

　厚生労働省では、戦没者の遺族を対象に、旧ソ連・モンゴル地域及び南方の各地に慰霊巡拝
の実施を予定しています。実施時期、予定地域、募集人員等の詳細は、お問い合わせください。
問合せ　広島県健康福祉局社会援護課　☎513－3036

　このコーナーへの掲載を希望される場合は、誕生日の
前月10日までに、お子様の写真・氏名（ふりがな）・住
所・電話番号・生年月日・一言コメント（40字程度）を
役場企画財政課へ持参、またはメール（件名に「広報」
と記入）で提出してください。
問合せ　役場企画財政課　☎820－1507
　　　　 kikaku@town.saka.lg.jp

中
なか

屋
や

敷
しき

　嘉
か

子
こ

ちゃん
（小屋浦二丁目）令和６年４月15日生

いつも素敵な笑顔でみんなを
癒してくれる存在。我が家に生
まれてきてくれてありがとう。

武
たけ

田
だ

　　椛
もみじ

ちゃん
（平成ヶ浜二丁目）令和６年４月８日生

毎日家族に笑顔をありがとう！
これからも天真爛漫なもみじ
でスクスク大きく育ってね☆

青
あお

野
の

　水
み

音
おと

ちゃん
（横浜東二丁目）令和６年４月２日生

好奇心旺盛な水音くん。いっぱ
い遊んですくすく大きくなっ
てね！これからの成長も楽しみ。

病児保育室「あおぞら」
☎885－3707

広島県済生会福祉総合センター内
（北新地二丁目３番10号）

橘
きっ

髙
たか

　繕
ぜん

ちゃん・織
しき

ちゃん
（小屋浦三丁目）令和６年４月16日生

いつもニコニコ、おしゃべりやまねっこも上手な
ぜんくん♪キャッキャと笑って笑顔が可愛いしき
ちゃん♪双子で生まれてきてくれてありがとう！

織ちゃん繕ちゃん
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子育て支援センター　なかよしハウス　☎820－1770
と　き・ところ 内容等

育児講座
「みんな大好き
 手づくりおもちゃ」

４月17日（木）
10時～11時30分
なかよしハウス

　人気のポットンおとしを作りましょう。
 対　象  ０～１歳児を子育て中の親子６組
 申込み  直接またはお電話で。
※汚れても良い服装でご参加ください。

公園に行こう
「公園で遊ぼう」

４月24日（木）
10時～11時30分

きらり・さかなぎさ公園

 対　象  乳幼児を子育て中の親子
 持参物  水筒・帽子等　　
 申込み  不要

　園開放は坂町ホームページをご確認ください。
坂町
ホームページ　春の田んぼであそぼう‼

　５月はどろんこあそびを楽しもう！柔らかい田んぼのどろんこに足を入れると、とろ
ける感覚だよ～親子で感じてみない？！生き物見つけも楽しいよ。
 と　き  ５月13日（火）10時～13時30分
　　　　（受付９時40分開始）
 ところ  上条児童遊園地～上条の田んぼ
集合場所  上条児童遊園地（駐車可）
 対　象 ０歳から未就学の子どもと、その保護者
 参加費 １人250円（３人目以降１人200円）
　　　   保険料等

 定　員  ５組（定員になり次第締切）
 申込み QRコードまたは上記のメールア

ドレスからお申し込みください。
おり返し詳細をお伝えします。

申込み・問合せ
 hagukumi.saka@gmail.com

なかよし広場<前期>参加者募集
　なかよし広場は子どもと遊びながら、育ちを見つめ合い子育ての仲間と学び合ってい
くグループ活動です。
　 ２歳児グループ（火曜日） １歳児グループ（木曜日）
対　象 和４年４月２日～ 和５年４月１日生まれ 和５年４月２日～ 和６年４月１日生まれ
日　程 ５月13日（火）～10月21日（火）全15回 ５月15日（木）～10月16日（木）全10回
時　間 10時～11時30分（受付９時30分から）
定　員 ８組 ８組
参加費 2,500円（おやつ・材料代15回分） 1,500円（おやつ・材料代10回分）
申込み なかよしハウスに直接またはメール（nakayoshihouse-nw@dune.ocn.

ne.jp）で申し込み。
　　　　①親子の氏名　②お子さんの生年月日　③住所・電話番号　④同伴兄弟の有無

（名前と生年月日）を記入のこと（３日以内に受付完了のメールが届かない場
合は、お電話ください。）

申込期間　４月１日（火）～４月18日（金）※申込み多数の場合は抽選

子育て支援センター　小屋浦パオちゃんルーム　☎080－8241－1175
ikuchan-sakatown2056@docomo.ne.jp

と　き・ところ 内容等

親子わくわく広場
「ベビーマッサージ」

４月23日（水）
10時～

パオちゃんルーム

　赤ちゃんの肌への心地よい刺激になり免疫力
アップにもつながるベビーマッサージです。
 持参物  飲み物・バスタオル
 講　師  岡廻　優子　　 申込み  お電話で。

子育てスペース　あみーご☆きっず
　４月はおもちゃの消毒のためお休みです。
５月はオープンスペースを予定しています。ぜひ遊びに来てください。
　あみーご☆きっずではスタッフを募集中です。
　ご興味ある方はスタッフまでお知らせください。

問合せ　矢張　☎080－7942－5787

　坂みみょう保育園の年長児は、幼保小の架け橋プログラムで、坂小学校の児童と毎年
３～４回交流しています。今年度は、小学校から提案していただき、１年生だけでな
く、見上げるような体格の５年生のお兄さん、お姉さんとの交流の機会も持つことがで
きました。
　１年生との『入学ごっこ』では、図工コーナー・生活コーナー・音楽コーナー・算数
コーナーを案内して、いろいろなことを教えてくれました。一緒に体験するなかで、１
年生から「すごく上手！」「いい感じにできたね！」とたくさん褒めてもらい、ドキド
キしながらも学習へのイメージが共有でき、嬉しい体験となったようです。
　身体を屈めて接してくれる５年生との『ふれあいあそび』では、「なべなべそこぬけ」
の歌を歌いながら、保育園児・小学生全員で工夫してくぐりぬけることで緊張感がほぐ
れ、笑顔溢れる場になりました。「積み木が中に入って取れなくなった時に、取ってく
れたのがかっこよかった」など、触れ合って遊ぶ中で親しみがどんどん増していくのが
表情から感じられました。
　子どもたちは、いろいろな人との関わりの中で、自己肯定感を高めていきます。ま
た、感じたことを言葉を遣って、人前で表現し受け止めてもらうという場は、自信を持
ち次への意欲へとつながります。
　年長さんにとって新６年生になる「小学校で待ってるね！」の言葉で、不安感も吹き
飛び、新しい環境の中へと羽ばたく力になる体験ができたことに感謝したいと思います。

坂小学校との交流坂小学校との交流 坂みみょう保育園保育園だより

タブレットでお絵かき体験５年生とのふれあいあそびランドセル体験
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（第260号）
【今月の休館日】
☆町民センター 毎週月曜日、29日（火・昭和の日）、５月３日～６日
☆Ｂ＆Ｇ海洋センター 毎週月曜日、30日（水） ※29日（火・昭和の日）は開館します。
☆シモハナ Hall 毎週水曜日、５月１日（木）　※29日（火・昭和の日）は開館します。
●５月３日（土・憲法記念日）は、フラワーフェスティバル参加のため、全施設休館とします。

【問合せ・申込み】町民センター　☎820－1515

坂町わがまち♡スポーツ　町民アンケートを実施します
　坂町をホームタウンとして活動しているラグビーチーム
「中国電力レッドレグリオンズ」の公式戦が２月22日（土）
にBalcom BMW 広島総合グランドで行われ、坂町から75
名の方が観戦し、大いに盛り上がりました。
　坂町では、中国電力レッドレグリオンズと連携し、ス
ポーツ推進および地域の活性化に取り組んでいます。
　坂町内のスポーツに関する状況を把握するため、アン
ケート調査を実施します。右のQRコードを読み取り、ご
回答ください。
　ご協力よろしくお願いします。

講座講座こども教室こども教室

和７年度　年間こども教室学級生募集
教室名 開催日時 対　象 定員 受講料 教材費

絵画工作
教室

第１・３土曜
11時～12時

年中・年長児
（※保護者同伴）
小学全学年　

18名

前半（11回）
5,500円
後半（８回）
4,000円

年間 3,800円

硬筆教室 第２・４水曜
15時30分～17時30分 小学全学年 18名

前半（12回）
6,000円
後半（９回）
4,500円

年間 　400円

マナー教室 第４日曜
10時～11時30分 小学全学年 10名

前半（７回）
3,500円
後半（５回）
2,500円

年間 3,600円

ダンス教室
（幼児）

毎週金曜
16時30分～17時15分 年中・年長児 15名

前半（25回）
12,500円
後半（18回）
9,000円

衣装代が
別途必要

ダンス教室
（低学年）

第２・４土曜
10時～10時45分 小学１～３年生 15名

前半（12回）
6,000円
後半（11回）
5,500円

衣装代が
別途必要

ダンス教室
（高学年）

第２・４土曜
11時～11時45分 小学４～６年生 15名

前半（12回）
6,000円
後半（11回）
5,500円

衣装代が
別途必要

注意事項
　・年間こども教室は年間を通して通う教室です。（※５月～３月までの１期制）
　・受講料は前半５月～坂町文化祭（11月２日）、後半  坂町文化祭後～３月に分けて納めて
ください。また、教材費、材料費等は受講料納入時にまとめてお支払いください。

　・申込多数の場合は抽選を行います。結果は、郵送でお知らせします。
　・キャンセルする場合は、期間内（結果通知に記載）にご連絡ください。
　・日程等は、町内の園・小学校を通じてチラシを配布します。
　・絵画工作教室の年中・年長児は、保護者同伴での参加となります。
　・その他にも注意事項がありますので、配布チラシや申込QRコードをご確認ください。
受付期間　４月１日（火）～４月14日（月）　先着順ではありません。
申 込 み　QRコードまたは、受付場所で申込用紙を記入し、お申し込みください。
　　　　　学校・園では受付をしません。

町民センター
【休館日】月・祝

火～金曜日　９時～21時 申込QRコード
土・日曜日　９時～17時

小屋浦ふれあいセンター
【休館日】土日・祝 月～金曜日　９時～17時

問合せ　町民センター　☎820－1515

けん玉教室
　今年で４年目を迎えた講座で、今年は年間４回、実施します。
　日本けん玉協会広島県支部の指導者により、級の技から段の技まで、
習得したい技を丁寧に教えてもらえます。
　子供だけの参加も、ご家族そろっての参加も大歓迎！脳トレに大人の方もぜひご参加く
ださい。年中・年長のお子さんも参加できます。初心者の方も大歓迎！認定証も発行しま
す！
と　き　５月17日（土）13時～15時
ところ　町民センター３階会議室１
参加費　無料
対　象　年中以上のどなたでも
　　　　（年中・年長児は保護者同伴）
定　員　20名
持参物　けん玉（貸出あり）
申込締切　５月10日（土）までに
　　　　QRコードまたはお電話で。

和６年度最後のけん玉教室
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自主グループ自主グループ 自主グループ自主グループ

和７年度 坂町生涯学習施設 自主グループのご紹介
　もっとも身近なところに、楽しい時間と仲間が待っています。
　“一人ひとりの心の豊かさと生きがいを求めて”　あなたも始めてみませんか？
　年間を通じて活動していますが、随時入会できます。詳しくは各施設までお問い合わせく
ださい。

町民センター　☎820－1515
グル－プ名 内　　容 開催曜日 時　　間

あさがお 陶芸 第１、３ 金 13時30分～15時30分
書道・ペン字同好会 毛筆、ペン字 第１、３ 水 19時00分～21時00分

坂道 墨絵
第１ 火 10時00分～12時00分
第３ 水 13時30分～15時30分

ブルーシー 水彩画 第２、４ 水 10時00分～12時00分
絵てがみグループ 絵てがみ 第１ 木 13時30分～15時30分
布ぞうりグループもみじ会 布ぞうりづくり 第２、４ 金 10時00分～12時00分
ティーポット ケーキ・軽食づくり 第２ 水 9時30分～13時30分
ぱんだ パンづくり 第１ 水 10時00分～13時00分
季節の料理 料理 第３ 火（３か月毎）10時00分～13時00分
坂料理教室 料理 第２、４ 火 10時00分～13時00分
パソコン同好会 パソコン 第２、４ 金 14時00分～16時00分
パソコン同好会（夜間） パソコン 第１、３ 金 18時30分～20時30分
コスモスパソコン教室 パソコン 第２、４ 木 13時00分～15時00分
M'sオリジナルフラ・クプナ フラダンス 第１、２、３ 木 13時30分～15時30分

M'sオリジナルフラ フラダンス
第１、３ 火 19時00分～21時00分

第１、３ 金 10時00分～12時00分
16時00分～18時00（子供）

speech ヒップホップ 金（月２回） 19時00分～21時00分
リズムウォーカー ヒップホップ（小中学生）第２、４ 日 10時00分～11時00分
AZU－キッズダンスクラス ダンス 毎週 火 16時30分～17時30分
ピラティス de ナイト ピラティス 第２、４ 木 19時00分～20時00分
やさしいヨガ ヨガ 毎週 木 10時00分～12時00分

ビューティーヨガ ヨガ
毎週 火 10時30分～11時30分
毎週 水 19時30分～20時30分

いもっ鼓 和太鼓（子ども） 毎週 火 19時00分～20時00分
坂和太鼓同好会 和太鼓 毎週 火 20時00分～21時00分
コール・マーレ 合唱 不定期（毎月２回）14時00分～16時00分
音楽ぐるーぷ トーン 音楽活動 毎週 水 20時00分～21時00分
アミーチ倶楽部 歌声広場 不定期 不定
賀堂流安芸吟詠会 吟詠 第２、４ 火 15時00分～17時00分
坂郷土史会 郷土の歴史 第４ 水 13時30分～15時30分
坂将棋同好会 将棋 第１、３ 土 10時00分～12時00分

坂公民館　☎885－0042
グル－プ名 内　　容 開催曜日 時　　間

坂あすなろ会 大正琴 第２、４ 水 9時00分～12時00分
県民踊松岡教室坂支部 民踊 第１、３ 金 13時00分～15時00分
茶道教室 茶道（裏千家） 第３ 木 9時30分～12時30分
フランス刺繍「ル・レーヴ」刺繍 第１ 金 9時30分～11時30分
わかばグループ 読書会 金（月１回） 13時00分～16時00分
坂雅正会 雅楽 土（不定期） 19時00分～21時00分
囲碁クラブ 囲碁 毎週 木 13時00分～17時00分

めがね
ピクニック

・お米つくり隊 大人も子どもも自然
で遊んだり、やって
みたいことに挑戦する

不定期 不定期
・やってみ隊

横浜ふれあいセンター　☎885－0014
グル－プ名 内　　容 開催曜日 時　　間

琴伝流大正琴横浜さざなみ会 大正琴 第２、４ 火 13時00分～15時00分
広島県民踊協会花野教室花組 民踊 毎週 火 9時30分～11時30分
Comi Dan よこはま ダンス 第１、３ 水 9時30分～11時30分
クッキングよこはま 料理 第４ 金 19時00分～21時00分
ふれあい将棋クラブ 将棋 第２、４ 木 13時00分～16時00分
さか健康マージャンクラブ 麻雀 第１、３ 火 13時00分～16時00分
ソク選カラオケサロン カラオケ 毎週 日 13時00分～16時00分

小屋浦ふれあいセンター　☎886－8003
グル－プ名 内　　容 開催曜日 時　　間

書道教室 毛筆・硬筆 毎週 火 9時30分～11時30分
アートフラワー教室 アートフラワー 第１、３ 火 9時30分～12時30分
水彩画を楽しむ会 水彩画 第２、４ 月 9時30分～11時30分
うららパソコン同好会 パソコン 第２、４ 木 13時30分～15時30分

コミュニティーホールさか　☎885－0042（問合せは坂公民館へお願いします。）
グル－プ名 内　　容 開催曜日 時　　間

フラワーアレンジ教室 フラワーアレンジメント 木（不定期） 19時30分～21時30分
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子育てにお悩みの方のご相談も受け付けています。
◎申込み・問合せ　役場民生課　☎820－1505　Fax820－1521 　　minsei@town.saka.lg.jp
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２月の貸出ベスト３
一般書

「富士山」 平野啓一郎　著
「地図でスッと頭に入る上書き日本史」

後藤寿一　監修
「虚

きょ

の伽
が

藍
らん

」 月村了衛　著
児童書

「大ピンチずかん２」 木のりたけ　作
「ステーき」 はらぺこめがね　作
「15歳の昆虫図鑑」 五十嵐美 　作

図書館からのお知らせ
　もしも借りている本が汚れたり、濡れてし
まったりしたら…。
　そんな時は、早急に図書館にお知らせくだ
さい。対応が早ければ早いほど、こちらで専
門的な処置を施すことで本が助かる場合があ
ります。しかし手遅れの際は、弁償していた
だきます。ご理解のほど、よろしくお願いし
ます。

２月の貸出ベスト３

図書館からのお知らせ

ベストセラーズ
（３月２日　中国新聞）

1 プロ野球選手カラー名鑑2025
2 歌集　ゆふすげ 美智子
3 なお、一歩を進める 大川隆法
4 猫の刻参り三島屋変調百物語拾之続 宮部みゆき

5 教
きょう

誨
かい 柚月裕子

ベストセラーズ新刊のご案内
一般書

「Ｃ線上のアリア」 湊かなえ　著
「それ、すべて過緊張です。」 奥田弘美　著
「推し活英語フレーズ大全」 粉川理沙　著
児童書

「にくのくいーん」 はらぺこめがね　作
「しゅつどう！あかちゃんレスキュー」

中垣ゆたか　作
「防災の超図鑑」 荒木健太郎　著

その他、たくさんあります。
この本読んでみて！

「サッカーデイズ」 杉江由次　著
　サッカーをプレーするのも、観るのも好き
な父。突然娘が地元サッカーチームに入団し
た。今日も練習を見に来たつもりであったが、
気づけば父はチームに請われ、コーチを引き
受けることになる。
　サッカーで笑い、サッカーで泣く家族の日々
を熱く描き出す、感動サッカーエッセイ。

オススメ図書コーナー
「みんなでお菓子の世界へ」
　いよいよ新学年が始まります。子どもたちも
新しい生活に疲れているかもしれませんね。そ
んな子どもたちを、甘やかしてみるのはいかが
でしょうか。図書館がお手伝いできる甘やか
す方法は、絵本の中の甘い世界を堪能してもら
うことです！甘くて楽しい世界が待っています。

新刊のご案内

この本読んでみて！

オススメ図書コーナー

展示
コーナー

「はじめたい時に手に取りたい最初の本」
３月29日（土）から４月29日（火・祝）まで

絵本のよみきかせ
ところ　町立図書館　おはなしルーム
じかん　10時30分～11時
対　象　０さい～

おとなの折り紙体験コーナー
と　き　４月16日（水）
　　　　10時30分～11時30分
ところ　町立図書館　多目的閲覧室
内　容　コインパース
持参物　おりがみ・サインペン・はさみ

☆にこにこグループ
４月24日（木）

☆くれよんグループ
４月17日（木）

ネット貸出サービスの利用について
　図書館の本などを
ネットで予約するこ
とができます。また、
借りたい本などを最
寄りの４施設に取り
寄せることもできま
す。是非ご利用くだ
さい。

開館時間
火～金
９時～20時
土・日・祝日
９時～17時

町立図書館
☎886－3280

４月の休館日 ●休館日
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５
６ ７ ８ ９ 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

こちらから
予約できます

「ふーぷ」茶輪会
と　き　４月９日（水）10時～12時
　　　　５月７日（水）10時～12時
ところ　町民センター２階　ロビー
持参物　飲み物

よつばクラブ（障害のある人や地域の交流の場）
<ダンス教室>
と　き　４月13日（日）13時30分～15時
　　　　４月27日（日）13時30分～15時
ところ　町民センター３階　会議室１
主　催　坂町ゆずりはの会
※参加は、事前登録制です。お問い合わせください。

今月の手話交流会「ようよう」
　聞こえる人と聞こえない人が、手話等を通して楽しく交流しています。
と　き　４月１日（火）、８日（火）、15日（火）、22日（火）10時～12時
ところ　町民センター　　　対　象　どなたでも（手話の経験問わず）

やさしい手話講座（入門編）
と　き　毎週水曜日　10時～12時（全20回）
5/14 5/21 5/28 6/4 6/11 6/18 6/25 7/2 7/9 7/16
7/23 7/30 8/6 8/20 8/27 9/3 9/10 9/17 9/24 10/1
ところ　アセンブリーホール
対　象　手話に興味のある方であればどなたでも（定員15名）
受講料　無料　※テキストを持っていない方は、テキスト代（3,300円）が別途必要です。
講　師　広島県ろうあ連盟
申込み　４月25日（金）までに坂町社会福祉協議会へ　☎885－2611

JRグループの割引制度について
　４月１日（火）から、JRグループにて精神障害者保健福祉手帳所持者に対する割引制
度が導入されます。
対象者 精神障害者保健福祉手帳所持者（旅客鉄道株式会社等旅客運賃減額欄に記載があるもの）
割引区分　手帳１級：第一種　　手帳２、３級：第二種
※有効期限が切れているもの、顔写真がないもの、運賃減額欄に記載のないものは対象外。
※手帳所持者で運賃減額欄に記載のない方は、役場民生課にて減額のスタンプを押印します。
問合せ　JR各社　役場民生課　☎820－1505

身体障害者手帳とマイナンバーの情報連携について
　坂町では身体障害者手帳とマイナンバーの情報連携を行えるようになりました。連携
には一週間程度かかります。希望される方は、役場民生課までご連絡ください。なお、
療育手帳及び精神障害者保健福祉手帳については、広島県が管理しています。
※障害者手帳アプリ「ミライロID」でのマイナポータル連携やJRのオンラインでの割
引手続きなどにご活用いただけます。
問合せ　役場民生課　☎820－1505
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話民 会協化文

　昔、小屋浦の沖条に少々人の好い働き者の清
せい

六
ろく

という若者がおった。段々畑に芋を作り
急な坂道を大きな肥

こえ

たごに一杯の肥を入れて、らくらくとかついで登る力持ちでもあった。
　今日は坂の西側で親戚の祝言があり、父親の代わりに行けといわれ、喜んで出かけ
た。重箱を五つも重ねておいこ※にあて、ひょうひょうと天地ヶ峠を越えて行った。
　西側の親戚では大勢の客が招かれ賑やかに仕度をしていた。
「清やんか、よう来てくれたのう」
「おめでとうあります。父親がよろしゅうゆうちょりました」
「そうかい、清やんもそろそろ嫁さんがほしいのう」
「ええ、よろしゅうお願い申し上げます」
　そんな会話があって清六は台所で祝言の餅をよばれていた。できたての大きなよもぎ餅を
七つも出され、ペロリと平らげて、けろりとしていた。力も強いがよく食べる清六であった。
　夕方になって、仲人に案内されて、嫁さんが来た。早速結婚式が始められ、金屏風の
中で仲人のとりもつ三三九度の盃

さかずき

で式は終わりだが、それにつづく披露宴が大変なの
である。夜中になっても終わらない。
　きれいな嫁さんであった。初めて婿どんの顔をまともに見たという嫁さんは恥ずかし
そうにしていたが、それでも甲斐がいしく酒をつぎ、挨拶をしてまわっていた。
「よろしゅうお願いいたします」
「こちらこそお願いしますで」
　したたかに酔った清六は、気が大きくなって、花嫁さんの顔をのぞきこむようにして
見ていた。
「わしもこんな嫁さんが早うほしいのう」
《次号に続く》 （昭和62年発行『坂の民話』より）

14 天地ヶ峠の嫁狐〔その１〕

坂町文化協会団体の紹介 第13回

Happy Smile
　私たちのグループ名「Happy Smile」は“笑顔で歌おう”を合言葉に、メンバーみんな
で考えました。グループの始まりは、町民センターで開催された５回のゴスペルを歌う
講習会でした。５回の講習が終わった後、歌うことが大好きな仲間で週１回集まっての
練習が始まりました。
　主な発表の場は、ゴスペルの先生主催の年２回の発表会でしたが、坂町文化協会に所
属してからは坂町の文化祭や潮の香まつりなど、町内のイベントに参加したり、コン
サートを開いたりして活動の幅を広げています。歌の内容もゴスペルからJ-POPや昭和
歌謡など、みなさんに聞きなじみのある曲が中心になりました。
　これまでの活動の中で色々な方との出会いがあり、そのつながりで様々なステージで
歌う機会をいただいています。「楽しそうに歌ってるね。」と声をかけていただくのが、
メンバー一同の励みになっています。
これからも私たちのステージを楽しん
でいただけるよう、全力で歌っていき
ます。“Happy Smile”の名前を見かけ
た際は、足をお運びくださるとうれし
いです。

発行所／広島県安芸郡坂町役場企画財政課　☎082(820)1507
印刷所／株式会社ヤマワキ　☎0846（29）1535
坂町のホームページアドレス　https://www.town.saka.lg.jp

坂町の人口と世帯
（３月１日現在）

 　男： 5,959人  （前月比－16）
 　女： 6,473人  （前月比－ 2）
 　計：12,432人  （前月比－18）

世帯数：  5,736世帯（前月比－18）

■QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

今　月　の　納　税
口座振替日　４月28日（月）
　口座振替の登録をされて
いる方は、口座振替日の前
日までに残高の確認をお願
いします。

納期限 ４月30日（水）
固定資産税 第１期分
軽自動車税 全期分
介護保険料（１号） 第１期分
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診療時間　９時～17時30分　　　休診時間　13時～14時
今月の休日当番医

日付 坂町・熊野町 府中町 広島市安芸区 海田町

６日
（日）

児玉クリニック
（内科・外科・胃腸科）
☎855－4700

ソレイユ眼科
☎561－0123

竹中クリニック
（胃腸科・外科）
☎889－1001

くすおか整形外科
クリニック
☎824－0505

13日
（日）

三登医院（内科）
☎885－0037

わたえだ皮膚科クリニック
☎508－1112

はたのリハビリ整形外科
☎893－3636

山本整形外科病院
☎822－3000

20日
（日）

藤田小児科医院
☎854－0707

高上クリニック
（外科・胃腸科・内科）
☎581－5533

瀬野記念病院
（内科・リハビリ）
☎894－1117

海田心療内科
メンタルクリニック
☎823－5500

27日
（日）

小坂内科医院
☎885－0108

西村内科医院
☎281－6001

安芸市民病院
（内科・外科・小児科）
☎827－0121

おんじ内科クリニック
☎516－5316

29日
（火・祝）

なんば内科クリニック
☎282－4511

森石内科医院
☎893－0020

受診を迷うときは、＃8000こどもの救急電話相談（平日19時から翌朝８時まで、土日祝
17時から翌朝８時まで）、＃7119成人の救急電話相談（24時間365日）もご利用ください。
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荷物を背負って
運ぶための道具
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　３月23日（日）に第14回坂町悠々健康ウオーキング
大会が開催され、県内外から725人が参加しました。
　参加者は、坂町の街中や海岸沿い、公園等を２㎞、５
㎞、10㎞の３つのコースに分かれ、40分～2.5時間か
けて歩きました。坂町を歩きながら会話も弾み、みんな
で歩く楽しさを感じる日となりました。
　ゴールした参加者は、完歩証を受け取り、女性団体が
作ったカキ雑炊に舌鼓を打ちました。
　春の穏やかな陽気の中、海と山の自然を満喫し、美味
しいカキ雑炊でお腹も満たされ、ウオーキングのまち坂
町を楽しむことができ、あらためて坂町の良さを感じる
１日となりました。
　多数のご参加、ありがとうございました。

ウオーキング大会ウオーキング大会
坂町悠々

健康

　３月16日（日）に第41回坂町ようようまつりが
開催され、コミュニティ交流会場には出店が並び、
ステージ発表では踊りや歌が披露されました。

　スポーツ交流会場で行われたコミュニティスポーツ大会、坂町駅伝競走大会の結果は28ページ
に掲載しています。

ようようまつり

５㎞の部

10㎞の部

２㎞の部

坂町公式LINE　友だち登録はこちら坂町の役立つ
情報を発信中！
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